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付
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本
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、
現
行
刑
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典
第
+
六
章

蓬

穰

造
ノ
罪
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の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
窮
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に
提
出
さ
れ
た
各
草
案
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ

に
至
る
過
程

に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
草
案
を
も
参
照
す
る
こ
と

に
し
た
。
現
行
法

の
骨
格

が
ど

の
段
階

に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
か
を
知

る
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
草
案

に
つ
い
て
も
理
由
書
が

(
2

)

付

さ

れ
、

あ

る

い
は
意
見

が

示

さ
れ

て

い
る

こ
と
が
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

252(50の

 

(
1
)

本
稿
は
、
文
部
省
昭
和
六
〇

・
六

一
年
度
科
学
研
究
費
を
う
け
、
合
計

一
一
名
に
よ
る

「
現
行
刑
法
典
の
成
立
過
程
」
研
究
会
を
組
織
し
、
研
究
を
進
め
て
き
た
成

果

の
う
ち
、
わ
た
く
し
の
分
担
部
分
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

す
で
に
公
表
し
た
も
の
と
し
て
、
「
現
行
併
合
罪
規
定
の
成
立
過
程
」
刑
事
法
の
思
想
と
理

論

(荘
子
邦
雄
先
生
古
稀
祝
賀
)
平
成
三
年
二

一
五
頁
以
下
。

(
2
)

参
照
し
た
草
案
、
理
由
書
等
の
引
用
は
、
以
下
の
略
称
に
よ

っ
た
。

明
治
二
三
年
案
u
改
正
刑
法
草
案

(
明
治
二
三
年
法
律
取
調
委
員
会
作
成
、
明
治
二
四
年

一
月
第

一
回
帝
国
議
会
提
出
)

明
治
二
三
年
案
説
明
書

ー
改
正
刑
法
草
案
全
説
明
書

(明
治
二
三
年
案
の
説
明
書
)

明
治
二
八
年
案

u
刑
法
草
案

(
明
治
二
八
年
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
作
成
)

明
治
三
〇
年
案

罰
刑
法
草
案

(
明
治
三
〇
年
司
法
省
、
国
民
に
む
け
て
刊
行
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書
11
中
島
晋
治
著

・
現
行
刑
法
封
比
改
正
法
草
案
理
由

(
罪
名
編
)

明
治
三
二
年

(
明
治
三
〇
年
案
の
解
説
書
)

明
治
三
三
年
案

"
刑
法
改
正
案

(
明
治
三
三
年
法
典
調
査
会
作
成
)

明
治
三
三
年
案
参
考
書
11
刑
法
改
正
案
参
考
書

(明
治
三
三
年
案
の
理
由
書
)

明
治
三
四
年
案
11
刑
法
改
正
案

(
明
治
三
四
年
二
月
第

一
五
回
帝
国
議
会
提
出
案
)

明
治
三
四
年
案
参
考
書

1ー
刑
法
改
正
案
参
考
書

(
明
治
三
四
年
案
の
理
由
書
)

明
治
三
四
年
整
理
案

11
刑
法
再
整
理
案

(
明
治
三
四
年
法
典
調
査
会
作
成
)

明
治
三
五
年
A
案

11
刑
法
改
正
案

(
明
治
三
五
年

一
月
第

一
六
回
帝
国
議
会
提
出
案
)

明
治
三
五
年
A
案
参
考
書
肚
刑
法
改
正
案
参
考
書
完

(明
治
三
五
年
A
案
の
理
由
書
)

明
治
三
五
年
B
案

ー
刑
法
改
正
案

(
明
治
三
五
月

一
二
月
第

一
七
回
帝
国
議
会
提
出
案
)

明
治
三
五
年
B
案
参
考
書
11
刑
法
改
正
案
参
考
書
完

(明
治
三
五
年
B
案
の
理
由
書
)

明
治
三
九
年
案
ー
刑
法
改
正
案

(明
治
三
九
年
法
律
取
調
委
員
会
作
成
)
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明
治
四
〇
年
案
ー
刑
法
改
正
案

(
明
治
四
〇
年

一
月
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
案
)

明
治
四
〇
年
案
理
由
書
11
刑
法
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書

「
高
橋
治
俊

"
小
谷
二
郎
共
編

・
刑
法
沿
革
綜
覧

大
正

一
二
年
」
所
収

(明
治
四
〇
年
案
の
理
由
書
)

第

一
章

「通
貨
傭
造

ノ
罪
」
の
基
本
行
為

第

一
節

偽
造

・
変
造
行
使
か
ら
偽
造
変
造

へ

旧
刑
法
は
、

「貨
幣

ヲ
嚢

ス
ル
罪
」

の
基
本
行
為
を

「
僑
造

シ
テ
行
使
」

ま
た
は

「
攣
造

シ
テ
行
使
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し

(
天

二

繧

癖

類
縁

臆

雛

鐸

範
罷

讐

を
必
要
と
し
て
い
た
.
単
な
る
偽
、、ま
た
は
変
、、
犠

そ
の
未
遂
形
態

こ
れ

に
対

し

て
、

現

行

刑
法

は
、
「
通

貨
備

造

ノ
罪
」

の
基

本
行

為

を
偽
造

ま

た

は
変

造

で
足

り

る
と

し

(
田
四
八
条

「
項
・

一
四
九
条

一

項
)
、
行
使

は
そ
の
萎

と
し
な

い
.」
と

に
し
た
。
旧
刑
法

に
お
け

る
纏

墾

塞

本
類
型
と
す

る
こ
と

に
ょ
り
董

く
処
罰
さ
れ
垂

本
的

な
通
貨
偽
造
罪

の
成
立
範
囲

は
、

旧
刑
法
よ
り
も
拡
大
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け

で
あ

る
。

こ
れ

に
と
も
な

い
・
行
綾

輸

入
な

ど
と

と
も

に
、

独

立

に
規
定

す

る
も

の
と

し

た

(同
条
二
項
)
。

旧
刑
法
が
主
と
ン

、
模
範
と
し
た

フ
一・
ソ
荊

法

は
、
偽
造

変

造

じ
た

い
を
通
貨
偽
造
罪

の
基

本
行
為

と
し
・
行
使

を
必
要
と
し
な

か

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
旧
刑
法
が

.、
れ
を
必
要
と

し
た

の
は
、
樗

に
対
す

る
信
用
を
害
す

る
程
度

に
ょ
り
強
度

の
も

の
を
求

め
・

重
く
処
罰
す
る
成
立
範
囲
を
隈
定
し
よ
う
と
し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

こ
の
こ
と

は
、

旧
刑
法

の
草
案
饗

過
程

に
お

い
て
・
通
鷹

造

罪

の
成
立

に
行
使
を
必
要
と
し
、
偽
造

を
そ

の
減
難

型
と
す
る
蘂

を
起
芒

た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
刑
甕

判

に
明
ら

…

か
で
あ

る
。

フ
}フ
ン
荊

法
が
偽
造

を

通
貨
偽
造
罪

の
蒙

行
為
と
し
て
い
る
こ
と

に

対

し

て
、
次

の
よ
う
に
い
う
・

「佛
國

ノ
刑
法

〔
讐

三
+
二
條

〕

ハ
更

二
嚴
刻

ナ
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
條

理
公
導

要

ル
「
勘

シ
」
(認
・

こ
の

「
條
理
公
導

適

ス
ル
垂

」

の

内

容

聯



ま
・
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
が

旧
刑
法
施
行
後

の
改
正
案
起
草

に
際

し
て
展
開

し
た
も

の
の
な
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「僑
造

ハ
本
犯

の
本
源
詐

黙

ノ
基
根

ナ
レ

ハ
行
使

ヨ
リ
其
罪
事

力
如

ク
す

-
讐

行
使

ハ
以

テ
肚
會

ノ
墾

閂
ヲ
墜

ノ
媒

介

ナ
リ
抑
亦
行
使

ナ
ケ
レ

ハ
儒
造

モ

何

ノ
害

ア
ラ
ソ
超

・
通
貨
偽
造
罪

の
違
法

の
中
核
が
行
使

に
あ
る
と
す

る
態
度
が
明
白

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
通
貨
偽
造
羅

お
け
る
行
使

の
重
視

は
、
改
正
作
業
当
初

の
明
治

二
三
年
案

に
お
い
て
も
同
様
で
あ

っ
た
。
通
貨
偽
造

罪

の
基
本
行
為
を
依
然
と
し
て

「
偽
造

シ
テ
使
用

シ
タ
」
、

「攣
造
使
用

シ
三

も

の
と

し
(
二

三

条
～
二

西

条
)
、
偽
造

.
変
造

ξ

い
て

は
・

「儒

造

、
饗

造

シ
テ
之

ヲ
使

用

セ
サ

ル
」

罪

と

し

て

い
た

の
で
あ

る

(
二

一
五
条
)
。

し
か
し
、
明
治

二
八
年
羅

な
る
と
、
通
貨
偽
造
罪

の
蒙

行
為

は

「
嘔

ノ
目
的

ヲ
以
一ア
」
、

「
儒
造
又

ハ
攣
造

シ
タ
」
行
為

で
あ

る

と
さ
れ

(
天

九
条
二

九
〇
条
)
、

こ
れ
以
降

の
各
墓

に
こ
れ
が
継
承
さ
れ
、
現
行
刑
法

へ
と
至
る
.芝

に
な

っ
た
。
明
治
三
〇
年
案
解

説
書

は
、
そ

の
欝

を
次

の
よ
う

に
い
う
.

「
抑
抑
通
貨

ノ
難

饗

ハ
其
危
駿

モ
重

大

㌶

者

ニ
シ
一ア
假

令
犯
人
自
身

ハ
之

ヲ
行
使

セ
サ
ル
ト
キ
ト
讐

尚

ホ
情

ヲ
知

ラ
サ
ル
他
春

一
依
リ
テ
肚
篁

出
嬰

ル
「
ナ
キ
ヲ
保

セ
ス
」
。

各
草
案
理
由
書

は
そ

の
理
由
を
明
ら

か
に
し
て
は
い
な

い
が
・
お
そ
ら
く
同
様

の
認
識

の
も
と
で
当
該
条
項
が
作
成
さ
れ

て
い

っ
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
明
治
四
〇
年
案

の
起

草
委
員

で
あ

っ
た
磯
部
博
士

は
、

こ
の
よ
う
な
事
態

の
認
識
を
前
提

に
し
て
、
現
行
刑
法
公
布
後
、
刑
法

西

八
条

に
つ
い
て
次

の
よ
う

に
解
説

し
て
お
ら
れ
る
.

偽
造
饗

が
情
を
智

な

い
第

三
者
を
通

じ
て
流
通

綾

か
れ
る
こ
と

に
な

る
と
、

「遂

舗

ノ
同
種

ノ
通
貨

二
封

シ
信
用

ヲ
失

ス

ヘ
キ

ニ
至

ル
ヲ
以

テ
僑

造
、

攣

造

の
行
為

其

モ
ノ
ヲ
凋
立

シ
テ
慮
罰

ス

ル
ヲ
以

テ
愛
當

ト

ス
」

と
。

こ

の
間
・

明

治

三
五
年

A

案

一
七

二
条

に
対

し

て
、
第

一
六

回
貴

族
院

特
別

委

員
会

に
お

い
て
、

反
対
意

見

が

提
出

さ
れ

た

こ
と
が

あ

っ
た
。

「此

偽
造

、

攣

造

ト
云

フ

コ
ト

ハ
ナ

ニ
カ

一
番
害

毒

ニ
ナ

ル
カ

ト
云

ヘ

ハ
偽

造

、

攣

造

ノ
紙

幣

ヲ
獲

行

シ
テ
使

ツ
テ
初

メ
テ
世

間

ノ
安
寧

ヲ
害

ス
ル
ト
云

フ

コ
ト

ニ
ナ

ル

モ
ノ
一ア
ア
ラ

ウ
恵

与

ス
、

ソ

レ
テ
私

ノ
考

ハ

『
行
使

ノ
目
的

ヲ
以

テ
』

ト
云

フ
字

ヲ
除

キ

マ

シ
テ

『
通

用

ノ
是

々
ヲ
僑

造

又

ハ
攣

造

シ
テ
行

使

シ

タ

ル
者

ハ
』

ト
斯

ウ
云

フ
風

二
修

正

ヲ
致

シ

タ
イ
、

:
:
:
ト

ウ
カ
現
行

法

ノ
如

キ
法

254(502
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文

芝

ヲ
改

メ
ラ
レ
ζ

参

重

イ
タ
シ

マ
紛
w
」
・
し
か
し
・

こ
れ
は
多
数
意
見
と

は
な
ら
ず
・
そ

の
後

の
各
草
案

に
も
同
趣
旨

の
条

(
8

)

項
が
引
き
継
が
れ

て
い
く

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
対
立

は
、

結
局

は
通
貨

に
対
す
る
社
会

の
信
用
を
害

し
た
と

い
う
た
め

に
は
、
ど

の
程
度

の
行
為
を
必
要
と
す

る
か
と

い
う
問
題

に
帰
着
す
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
、
偽
造

.
変
造
を
通
貨
偽
造
罪

の
基

本

行

為

と
し
て
独
立

に
処
罰
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
も

の
は
、
偽

造

.
変
造
だ
け
で
も
、
そ
れ
が
情
を
知
ら
な

い
第

三
者

を
通
じ
て
流
通

に
置
か
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と

に
着
目
し
、
通
貨

に
対
す

る
社

会

の
信
用
が
害
さ
れ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
信
用
が
害
さ
れ
た
か
否

か
に

つ
い
て
、
偽
造

・
変
造

し
た
も

の
が
行
使
す
る
場
合
と
偽
造

・

変
造

し
た
だ
け
で
、
情

を
知
ら
な
い
第

三
者

に
よ
る
行
為

の
可
能
性
が
あ

る
場
合
と
を
同
価
値
と
み
ら
れ

る
か
、
議
論

の
余
地
が
あ

ろ
う
。

信
用
侵
害

に
対
し
て
、
後
者

は
よ
り
間
接
的

・
抽
象
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ

の
可
罰
性

は
認
め
ら
れ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
重
く
処

罰
す

る
基
本
類
型
と
す
る
か
、
減
軽
類

型
と
す
る
か
は
、
別

の
問
題

で
あ
る
。

こ
れ

は
、
通
貨
偽
造
罪
を
通
貨

に
対
す
る
社
会

の
信
用
を

害

す
る
罪
と
し
て
明
確

に
位
置
づ
け
る
と
き

に
は
、
立
法
論
と
し
て
、

現
在

で
も
な
お
検
討

に
値
す
る
問
題

で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

(
1
)

旧
刑
法
が
使
用
を
要
素
と
し
な
い
偽
造
罪
と
し
て
規
定
し
た
の
は
、
御
璽

・
官
印
偽
造
罪

(
一
九
四
条
～

一
九
六
条
、

醐
九
八
条
)
、
詔
書
偽
造
罪

(
二
〇
二
条
)
の

み
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
の
文
書
偽
造
罪
、
私
印
偽
造
罪
は
す
べ
て
使
用
を
そ
の
要
素
と
し

(
二
〇
三
条
～
二
〇
五
条
、
二
〇
八
条
～
二

一
〇
条
)
、

偽
造
、
変
造
ま
た

は
増
減
変
換
行
為
じ
た
い
は
未
遂
形
態
と
し
て
処
罰
す
る
も
の
と
し
て
い
た

(
輔
=
二
条

一
項
。
一
=

一
条
、

輔
=
二
条
二
項
)
。

(
2
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(
訳
者
不
明
)
・
刑
法
草
案
註
解
下
巻

七
頁
。

(3
)

明
治
三
〇
年
案

一
九
三
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八

一
条
、
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
二
条
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条
・
明
治
三
九
年

案

一
五
九
条
、
明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条
。

(
4
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
聾
森
順
正
他
訳

・
刑
法
草
案
註
繹
下
巻

二
〇
頁
。

(
5
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

噺
一
九
頁
以
下
。

(
6
)

磯
部
四
郎

・
改
正
刑
法
正
解
全

明
治
四
〇
年
三
〇
六
頁
。
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(
7
)

高
橋
治
俊
11
小
谷
二
郎

・
刑
法
沿
革
綜
覧

大
正
二
年

一
〇
九
七
頁
。
さ
ら
に
、
田
中
正
身

.
改
正
刑
法
繹
義
下
巻

明
治
四

一
年
五

一
二
頁
。

(
8
)

当
時
参
照
さ
れ

π
と
思
わ
れ
る
立
法
例
も
ま
た
、
偽
造

・
変
造
行
為
じ
た
い
を
通
貨
偽
造
罪
の
基
本
行
為
と
し
て
い
た
。
立
法
例
に
つ
い
て
、
田
中
正
身

.
前
掲
書

四
六
四
頁
以
下
。

第

二
節

特

別
共
犯

規

定

の
削
除

旧
刑
法

は
、

偽

造

・
変
造

へ
の
関
与

行
為

に

つ
い
て
、
特

別
規

定

を

お

い
て

い
た
。

「
貨

幣

ヲ
儒

造
攣

造

ス
ル

ノ
情

ヲ
知

テ
雇

ヲ
受

ケ

タ

ル
職

工

ハ
前

撒
條

二
記

載

シ

タ

ル
犯
人

ノ
受

ク
可

キ
刑

二
照

シ

一
等

ヲ
減

ス
」

(
一
八
七
条

一
項
)
、

「
職

工

ノ
補
助

ヲ
爲

シ
テ
雑

役

二
供

シ

タ
ル
者

ハ
職

工

ノ
刑

二
照

シ

一
等

又

ハ
ニ
等

ヲ
減

ス
」

(同
条

二
項
)
、

「貨

幣

ヲ
偽

造
攣

造

ス
ル

ノ
情

ヲ
知

テ
房
屋

ヲ
給

與

シ

タ

ル
者

ハ

儒

造
攣

造

ノ
各
本

刑

二
照

シ
ニ
等

ヲ
減

ス
」

(
一
八
八
条
)
と
。

旧
刑

法
が

こ

の
種

の
規

定

を
と

く

に
必
要

と

し

た

の
は
、

貨

幣
偽

造

罪

の
基

本

行

為

に
行
使

を

必
要

と

し

た

か
ら

で
あ

る
。

す

な

わ

ち
、

旧
刑

法

は

「
貨

幣
僑

造

罪

ヲ
以

テ
偶
造

シ
且
行
使

ス
ル

ノ
所

爲

ト

ナ

シ
タ
」

が
、

「
職

工

又

ハ
雑

役

二
供

シ
タ

ル
者

及
房

屋

ヲ
給

與

シ
タ

ル
者

ノ
如

キ

ハ
行

使

二
関
係

ヲ
有

セ

ス

シ
テ
輩

二
僑
造

攣
造

二
参

與

ス
ル

ノ
ミ
」

で
あ

る
か
ら
、

特

に

「
雨
條

ヲ
設

定

シ
テ
此

等

ノ
者

二

　
ユ
　

減
輕

ヲ
與

フ

ル
ノ
必
要

ヲ
生

シ

タ
」

の
で
あ

る
。

旧
刑
法

の
草

案

編
纂

過
程

に
お

い
て
、

職

工

に
対
す

る
刑

を

正
犯

に
対
す

る
刑

よ

り
軽

く
す

べ
き

で
あ

る
と

の
前

提

の
も

と

に
、

こ
れ

を
従

犯
と

し

て
論

じ

る

こ
と

に
よ

っ
て
具
体

化
す

る
か
、

あ

る

い
は
特

別
規

定

を

お
く

こ
と

に
よ

っ
て
具

体
化

す

る

か
と

い
う
議

論
が

あ

っ
た
。

し
か

し
、

職

工

は
従

犯

の
よ

う

で
も

あ

る
が
、

や

は
り
偽

造

・
変
造

の
正

犯

で
あ

る

か
ら
、
結

局
、

従

犯
と

は

い
・兄
な

い
と

し
て
、

　
　

　

刑

の
減

軽

の
た

め

の
特

別
規

定

を

お
く

べ
き

で
あ

る
、

と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な
職

工

の
有
す

る

二
重

的

性
格

は
、

刑

の
減

軽

の
程

度

の
決
定

に

つ
い
て
も

現
れ

て

い
た
。
当

初
、

司
法
省

内

の
草

案
編
纂

作
業

の
段
階

に
お

い
て
は
、

正
犯
が

行

使

し

た
か
否

か

に
か

か
わ

ら
ず

、

偽
造

・
変

造

し
た
正

犯

の
受

く

ぺ
き

刑

と

同
じ

で
あ

る
と

さ
れ
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(
3

)

て

い
た

。

な

る

と

、

(
4

)

な

っ
た

。

従

事

者

、

こ
れ

に
対

し

て
、

関
与

し

た
職

工
等

は
偽
造

・
変

造

の
従

犯

に
ほ

か
な

ら
な

い
も

の
と

な

っ
た
。

く
、

「此

ノ
如

キ
者

二
封

シ
テ

ハ
総

則

共

犯
例

ヲ
適

用

ス

ル
」

も

っ
と

も
、

項

は
見
あ

た
ら
な

い
。

職
工
は
偽
造

・
変
造

の
正
犯

で
あ

る
と

い
う
点
が
強
調
さ
れ
た
わ
け

で
あ

る
。

し
か
し
、
後

に
、
刑
法
草
案
審
査
局

の
段
階

に

正
犯
が
行
使

し
た
か
否
か
に
よ
り
、

正
犯

の
受
く

べ
き
刑

に
照
し

一
等

を
減
ず

る
と

い
う
趣
旨

の
規
定
が
作
成
さ
れ

る
こ
と

に

こ
れ

は
、
職

工
の
幣
助
的
性
格
が
強
調
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

い
ず

れ

に
し
て
も
、
職
工

に
対
す
る
刑
を
基
礎
と
し
て
、
雑
役

房
屋
給
与
者

の
減
軽

の
程
度
も
決
定

さ
れ
て
い
た
。

現
行
法

は
、
通
貨
偽
造
罪

の
成
立
に
行
使
を
必
要
と
せ
ず
、
偽
造

・
変
造

で
足

り
る
と
し
た
た
め
、
偽
造

・
変
造

に

し
た
が

っ
て
、
「
特

二
此

ノ
如

キ
減
輕

ヲ
設

ク
ル
必
要

ナ
」

(
5
)

こ
と

で
足
り
る
こ
と

に
な

っ
た
わ
け

で
あ

る
。

貨
幣

を
偽
造

・
変
造
し
て

「
使
用
」
す

る
こ
と
を
通
貨
偽
造
罪
と

し
て

い
た
明
治

二
三
年
案

に
も
、
両
条

に
相
当
す

る
条

現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

(
1
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

一
二
四
頁
以
下
。

(
2
)

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
第
H
分
冊

昭
和
五
二
年

一
〇
七
八
頁
、

岬
〇
八
二
頁
。

し
か
し
、
旧
刑
法
布
告
後
の
解
説
等
に
お
い
て
は
、
情
を
知

っ
て
雇
わ
れ
た
職
工
は
貨
幣
偽
造
罪
の
従
犯
で
は
な
く
、
現
に
罪
を
犯
し
た
も
の
と
し
て
、
正
犯
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
は
本
来

の
正
犯
の
指
令
に
従
う
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
情
状
は
軽
く
、
本
来
の
正
犯
の
受
く
べ
き
刑
よ
り

減
軽
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
村
田
保

・
刑
法
註
解
巻
四

明
治

一
三
年
二
八
丁
、
太
田
融
郎

・
刑
法
義
解
四

明
治

一
四
年
七
丁
、
高
木
豊

三

・
刑
法
義
解
四

明
治

一
四
年
五
二
三
頁
以
下
、
田
中
宗
雄

・
驚
頭
刑
法
註
繹

明
治

一
五
年
六
二
丁
、
著
者
不
明
(警
視
翻
蔵
版
)
・
刑
法
繹
義

明
治

一
七
年
三

九
九
頁
以
下
、
亀
山
貞
義

・
刑
法
講
義
下

明
治
三

一
年

ゴ
九
三
頁
。
と
く
に
、

こ
れ
を
強
調
す
る
も
と
と
し
て
、
宮
城
浩
藏

・
刑
法
正
義
下
巻

明
治
二
六
年
二
四

七
頁
。
ま
た
、
房
屋
給
与
者
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
従
犯
と
し
た
も
の
と
し
て
、
高
木
豊
三

・
前
掲
書
五
二
六
頁
以
下
、
著
者
不
明

(警
視
臆
蔵
版
)
。
前
掲
書
四
〇

一
頁
以

下
、
鰯
山
貞
義

・
前
掲
書

一
九
六
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
を
従
犯
で
は
な
い
が
、
従
犯
と
み
な
す
規
定
で
あ
る
と
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
城
浩
藏

・
前
掲
書
二
五

八
頁
以
下
。
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(3
)

草
案
作
成
の
原
案
と
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
提
出
し
た
日
本
帝
国
刑
法
草
案
第
五
章
八
条
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
日
本
刑
法
草
案
第

一
稿
二
二
七
条
、

日
本
刑
法
草
案
第
二
稿
二
二
九
条
、
日
本
刑
法
草
案
二
二
〇
条
。

右
各
草
案
に
つ
い

て
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
刑
法
編
集
日
誌

日
本
帝
国
刑
法
草
案

〈
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
別
冊
〉

昭
和
五

一
年
二
七
頁

以

下
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
第
W
分
冊

昭
和
五
二
年
二
九
四
二
頁
以
下
、
三
〇
二
六
頁
以
下
、
三
〇
九
八
頁
以
下
参
照
。

刑
法
草
案
編
纂
会
議
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

.
前
掲
書
第
H
分
冊

一
〇
八
二
頁
以
下
、

一
〇
九
六
頁
、

一
一
〇
二
頁
。

さ
ら
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(訳
者
不
明
)
・
前
掲
書
二
一
一頁
以
下
。

(
4
)

刑
法
草
案
修
正
稿
本

一
八
九
条

一
項
、
刑
法
審
査
修
正
第
二
稿

一
八
七
条

輔
項
、
刑
法
審
査
修
正
案

一
八
七
条

一
項
。

右
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会

・
刑
法
審
査
修
正
関
係
諸
案

昭
和
五
九
年
三
九
頁
以
下
、

一
二
七
頁
以
下
、
一
一〇

一
頁
以
下
。

し
か
し
、

一
等
減
を
行
使
し
な
い
者
に
関
す
る

一
八
六
条

の
刑
を
基
準
と
し
て
行
な
う
べ
き
だ
と
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
城
浩
藏

.
前
掲
書
二
四
八
頁
以
下
。
こ
れ

に
対
し
て
、
亀
山
貞
義

・
前
掲
書

一
九
三
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
岡
田
朝
太
郎

・
日
本
刑
法
論
各
論
之
部

明
治
二
八
年
三
五
五
頁
以
下
、
勝
本
勘
三
郎

.
刑
法
析
義
各

論
之
部
上
巻

明
治
三
四
年
四
三
三
頁
以
下
。

(
5
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

=

一四
頁
以
下
、
明
治
四
〇
年
案
理
由
書
二

一
八
〇
頁
、
田
中
正
身

.
前
掲
書
四
九
五
頁
。
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第

三
節

自
首
特

別
規
定

の
削
除

行
使

を
貨

幣
偽
造
罪

の
基
本
行
為
と
し
、
行
使
が
通
貨

に
対
す

る
社
会

の
信
用
を
害
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
た
旧
刑
法
は
、
貨
幣

の
偽

造

・
変
造

・
輸
入

・
取
受
者

の
行
使
前
自
首

に
つ
い
て
、
「本
刑

ヲ
免

シ
六
月
以
上

三
年
以
下

ノ
監
覗

二
付

ス
」
(
一
九
二
条

一
項
)
、
職
工

.

雑
役

・
房
屋
給
与
者

の
行
使
前
自
首

に
つ
い
て
、

「本
刑

ヲ
免

ス
」

と
し
た

(同
条
二
項
)
。

行
使
前
自
首

に
刑

の
免
除
を
す

る
こ
と

に
よ

(
-

)

 り
、
通
貨

に
対
す

る
社
会

の
信
用
が
害
さ
れ

る
こ
と
を
未
然

に
防
止

し
よ
う
と
し
た
わ
け

で
あ

る
。

し
か
し
、
通
貨
偽
造

罪
の
基
本
行
為

に
行
使
を
必
要

と
し
な

い
と
す

る
現
行
法
は
、
偽
造

・
変
造

じ
た
い
に
よ

っ
て
通
貨

に
対
す

る
社

会

の
信
用
が
害
さ
れ
る
と
し
た
た
め
、
偽
造

・
変
造
が
行

わ
れ
た
以
上
、

こ
れ
を
未
然

に
防
止
す

る
と
い
う
こ
と
は
意
味
を
も
た
な
い
も

の
と
な

っ
た
。

一
般
的
な
意
味

に
お
け
る
自
首
以
外

の
な

に
も

の
で
も
な

い
か
ら
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

「絡
則
自
首

ノ
規
定

二
譲
リ
」
、



こ
れ
を
削
除
す
る
も
の
と
し
裾

喜

規
定
に
よ
る
刑
の
減
軽
で
足
り
癌

の
免
除
ま
で
の
必
要
も
な
い
と
し
た
の
は
・
通
貨
辱

す
る

(
3

)

社
会

の
信
用
を
害
す

る
行
為
が
行
わ
れ
た
以
上
、

一
般

の
自
首
と
そ
の
事
情
を
異
に
し
な

い
と
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。

(
1
)

村
田
保

・
前
掲
書
三
三
丁
以
下
、
太
田
車
郎

・
前
掲
書

=

丁
以
下
。

(
2
)

明
治
四
〇
年
案
理
由
書
二

輔
八
〇
頁
、
田
中
正
身

・
前
掲
書
四
九
五
頁
。

(
3
)

そ
の
削
除
に
つ
い
て
、

「
立
法
者

二
於
テ
通
貨
儒
造
ノ
罪

ハ
自
首
全
免
ヲ
以
テ
其
危
瞼
ヲ
未
爽

工
防
ク
程
ノ
必
要
ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
ニ
依

ル
」

と
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る

(明
治
三
〇
年
案
説
明
書

一
二
八
頁
)
。
し
か
し
、
通
貨
偽
造
罪
の
基
本
行
為
に
行
使
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
現
行
法
の
も
と
で
は
、
「其
危
瞼
ヲ
未
嚢

二
防
ク
程

ノ
必
要
ナ
シ
」
と
す
る
こ
と
の
意
味
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

現行 「u造 ノ罪」規定の成立過程

第

二
章

通
貨

の
種

類

第

一
節

通

貨

旧
刑
法
は
、
貨
幣
偽
造
罪

の
客
体
と

し
て

の
貨
幣
を

(内
國
通
用
ノ
)
「
金
銀
貨
及
紙
幣
」
(
一
八
二
条
)
、

「
銀
行

ノ
紙
幣
」
(
一
八
四
条
)
、

「
銅
貨
」
(
一
八
五
条
)
と

し
た
う
え
、
銅
貨

に
対
す

る
場
合

は
他

の
貨
幣

に
対
す

る
場
合
よ
り
も
法
定
刑
を
軽

い
も

の
と
し
て
い
た
。

こ
れ

(
1

)

に
対
し
て
、
現
行
法

は
こ
れ
を

(通
用
ノ
)
「
貨
幣
」
、
「
紙
幣
」
、

「銀
行
券
」
と
し
、
銅
貨

に
対
す

る
場
合

の
法
定
刑
も
他

の
も

の
に
対
す

る
場
合
と
同
じ
も

の
と
し
た
。

こ
の
よ
う

に
、
銅
貨

に
対
す
る
場
合

の
法
定
刑
を
他

の
貨
幣

に
対
す
る
場
舎
と
同
じ
と
す

る
態
度

は
改
正
作
業
当
初

か
ら

の
も

の
で
は

な
く
、
明
治

二
三
年
案
も
旧
刑
法
と
同
様

の
態
度
を
な
お
維
持
し
ょ
う
と

し
て
い
た

(
二
噸
四
条
)
。

こ
の
草
案
作
成

の
際

に
参
考
と
さ
れ

た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案

の
註
釈
書

に
よ
る
と
、

こ
れ

は
お
そ
ら
く
以
下

の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
銅
貨

の

額
面
価

の
低
廉
性
、
行
使

の
際

の
少
量
性
、
受
取
人

に
対
す
る
損
害

の
軽
微
性

に
着
目
し
、

こ
れ
を
総
合
し
て
、
銅
貨

に
対
す
る
場
合
が

(507)259



(
2

)

他

の
貨
幣

に
対
す

る
場
合

よ
り
も
社
会

に
与

え
る
害

の
程
度
が
少
な
く
、
犯
情
が
軽

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
当
時

の
学
説
も
、

ほ
ぼ
同

　
ヨ

　

じ
理

由

か
ら
、

旧
刑

法

の
態

度

を
是

認

す

る

の
が

一
般

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

明
治

二
八
年

案

に
な

る
と
、

そ

の
客
体

を

「
貨
幣

、

紙

幣

又

ハ
免

換

銀
券

」

(
『
八
九
条
)

と

す

る

こ
と

に
よ

り
、

銅
貨

の
貨

幣

へ
の
統
合

を

予
定

し
、

銅

貨
と
金

・
銀

貨

に
対
す

る
場
合

の
法

定

刑

を
区
別

す

る
旧

刑

法

の
態

度

を
改

め
る

こ
と

に
し

た
。

こ
れ

と
相

　
る

　

前
後

し
て
、
学
説

に
も
、

旧
刑
法

に
批
判
的
態
度
を
示
す
も

の
が
現
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
た
。
学
説

に
よ
る
批
判
じ
た

い
に
は
、
本
質

的
な
も

の
は
見
当
ら
な

い
が
、
右
草
案
が
そ

の
態
度
を
改
め
た

の
は
、
そ

の
基
本
的
性
格

に
変
更

を
加
、兄
よ
う
と

し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

旧
刑
法
が
銅
貨

に
対
す
る
場
合
と
金

・
銀
貨

に
対
す

る
場
合

の
法
定
刑

に
差
を
設
け
た
こ
と

の
な

か
に
は
、
両
者

の
犯
情

の

差
異

に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
罪
刑

の
権
衡
を
重
視
し
な
が

ら
、
裁
判
官

の
裁

量
の
範
囲

に
制
限
を
加
、兄
よ
う
と
す

る
意
図
を
認
め
る
こ

と
が

で
き

る
の
に
対

し
、
金

・
銀

・
銅
貨

に
対
す

る
場
合

の
法
定
刑

を
同
じ
く
す

る
こ
と

は
裁
判
官

の
裁
量

の
幅

を
拡
大
す
る
も

の
で
あ

　
ら

　

る

か
ら

で
あ

る
。

そ
う

だ
と
す

る
と

、

こ
れ

は
刑

法

の
主

観
主

義

化

の
現

れ

の

ひ
と

つ
だ

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

こ

の
よ

う
な
態

度

は
、

こ

の
草
案

以

降
維

持

さ
れ
、

現

行

法

に
至

る

こ
と

に
な

る
。

こ
れ

に

つ
い
て
、

明
治

三
〇
年

案

解
説
書

は
、

旧

刑

法

の
よ
う

に

「金

銀
貨

、
銅

貨

ト
限
定

ス
ル
ト
キ

ハ
他

日
他

ノ
貨

幣

ノ
出
來

タ

ル
時
其

億

造
者

ヲ
罰

シ
能

ハ
サ

ル
弊

ア

ル
」

と

し

て

い

る
囎

こ
の
よ
う
な
技

術
的
理
由

に
と
ど
ま
ら
ず
、
葉

的
な
方
針

に
転
換
が
あ

っ
た
こ
と
窪

目
す
べ
き

で
あ

る
。
ま
た
、
明
治

三
三

　
ア
　

年
案

以
降

の
各
草
案
理
由
書

は
、
通
貨

の
種
類

に
よ
る
刑

の
区
別

を

「
其
必
要
無

シ
ト
認

メ
」
と
す

る
だ
け

で
あ

る
が
、

こ
れ
も
そ

の
基

本
的
方
針

の
転
換
を
前

提
と
す
る
も

の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う

に
し
て
、
通
貨
偽
造

罪
の
客
体

の
規
定
様
式

は
、
明
治

二
八
年
案

で
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
、
そ

の
後
、
明
治
三
〇
年
案
が
右
草
案

の

「免
換
銀
券
」
を

昼

換
券
」
ξ

九
三
知
や

明
治
三
五
年
A
案
が
こ
れ
を

昼

轟

行
券
」
ξ

七
二
奎

鞠

さ
ら
に
、
明
治

三
九
年
案
が

こ
れ
を

「
銀
行
券
」

に
改
め

(
一
五
九
奎

鞠

現
行
法

へ
と
至

っ
た
も

の
で
あ

る
。
冤

逡

を
は
ず
し
た
の
は
、

そ
れ
が

260(508)



当
時

の
他

の
法
令

の
用
語
例

に
倣

っ
た
も

の
で
あ

り
、
「
通
用

ノ
」

(
11

)

ら

か

に
す

る

こ
と

が

で
き

る
と

考

え
ら

れ

た

か
ら

で
あ

る
。

と
い
う
修
飾
語
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
愉

そ

の
意
味
を
嚇

現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

(
1
)

明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条

一
項
が

「
通
用

ノ
貨
幣
、
紙
幣
又

ハ
銀
行
券
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
第
二
三
回
衆
議
院
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ
が

「
通
用
シ

ナ
イ
貨
幣
ア
ル
カ
ノ
如
ク
ナ
ツ
テ
疑
ヒ
ヲ
起
ス
」
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
通
用
ノ
」
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
修
正
意
見
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

政
府
委
員
は
、
こ
れ
を
削
除
す
る
と
、
銀
行
券
の
意
味
を
理
解
で
き
な
く
な
る
と
答
弁
し
、
そ
の
必
要
性
を
述

べ
て
い
る
。
高
橋
治
俊
"
小
谷
二
郎

・
前
掲
書

一
九
五

〇
頁
以
下
。

(
2
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ー1
森
順
正
他
訳

.
前
掲
書
三
三
頁
。
さ
ら
に
、
銅
貨
偽
造
の
稀
有
性
も
、
そ
の
理
由
の
ひ
と

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

村
田
保

.
前
掲
書
二
四
丁
、
太
田
車
郎

・
前
掲
書
四
丁
、
高
木
豊
三

・
前
掲
書
五

一
八
頁
以
下
、
田
中
宗
雄

・
前
掲
書
六

一
丁
、
著
書
不
明
(警
視
瞭
蔵
版
)
・
前
掲

書
三
九

一
頁
、
宮
城
浩
藏

・
刑
法
講
義
二

(
以
下
、
講
義
)
明
治

輔
九
年
二
五

一
頁
。

(
4
)

岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三
九
頁
以
下
。
な
お
、
白
銅
貨
偽
造
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る
。

(
5
)

勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
四
二
二
頁
参
照
。

(
6
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

=

一〇
頁
。

(
7
)

明
治
三
三
年
案
参
考
書
第
八
章
四
頁
、
明
治
三
四
年
案
参
考
書

一
四
四
頁
、
明
治
三
五
年
A
案
参
考
書

一
五
〇
頁
、
明
治
三
五
年
B
案
参
考
書

一
四
六
頁
、
明
治
四

〇
年
案
理
由
書
二

醐
八
〇
頁
。

(
8
)

さ
ら
に
、
明
治
三
三
年
案

一
八

一
条

一
項
、
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条

一
項
。

(
9
)

さ
ら
に
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条

一
項
。

(
10
)

さ
ら
に
、
明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条

一
項
。

(
11
)

第
二
三
回
貴
族
院
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、
「免
換
」
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
入
れ
な
い
と
き
に
は
、
銀
行
発
行
の
い
か
な
る

「
券
」
を
も
含
む
こ
と
に
な
る

の
か
と
い
う
質
問
に
対
す
る
政
府
委
員
の
答
弁
参
照
、
高
橋
治
俊

ーー
小
谷
二
郎

・
前
掲
書

輔
六
八
〇
頁
以
下
、

一
七

一
六
頁
以
下
。

第
二
節

外
国
通
貨

(5σ9)261

 

旧
刑
法

は
、
外
国
貨
幣
偽
造

罪

の
客
体

で

あ

る

貨
幣

の
種
類
を

(内
國
二
於
テ
通
用
ス
ル
)
「
金
銀
貨
」
(
一
八
三
条
)
、
「
銀
行

ノ
紙
幣
」



(
一
八
四
条
)
と

し
、

貨

幣
偽

造

罪

の
客

体

の

一
種

と

さ

れ

た

(政
府
)
紙
幣

、

銅
貨

は

こ
れ

を
除

外

し

て

い
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

現
行

法

は
、
内

国

通
貨

偽
造

罪
と

同

じ
く
、

そ

の
客

体

を

「
貨

幣
」
、

「
紙

幣
」
、

「
銀
行
券

」

と

す

る

こ
と

に
し
た
。

こ
れ

に
よ
り
、

外
国

通
貨

偽
造

に

つ
い
て

は
、

銅

貨

な
ら

び

に
紙

幣

も

そ

の
客
体

と

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

(
1

)

旧
刑
法

の
草
案
編
纂
過
程

に
お
い
て
は
、
紙
幣
、
銅
貨
も
そ

の
客
体
と
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

こ
で
起
草
さ
れ

た
日
本

刑
法
草
案

の
審
査
段
階

に
お
い
て
、

こ
れ

に
関
す
る
条
項

は
削
除

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
理
由

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な

い
が
、

旧
刑
法
成
立
後

の
理
解

で
は
、
外
国
紙
幣
は

「
内
國
=

於

テ
通
用

ス
ル
」
(通
流
す
る
)

こ
と
が
当
時
予
想
さ
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
と

(
2

)

(
3

)

し

た
が

っ
て
、

将
来

流

通
す

る

こ
と

に
な

っ
た
場
合

に

は
、

こ
れ

ら

の
偽

造

・
変

造

さ

れ

て

い
る
。
銅

貨

に

つ
い
て
も
、

同
様

で
あ

る
。

(
4

)

に

つ
い
て
も
、
処
罰

の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
は
い
た
。
事
実
、
旧
刑
法
施
行
直
後

に
お

い
て
、
す
で
に
紙
幣
を
そ
の
客
体

に
含

(
5
)

め
る
べ
き

だ
と

の
改
正
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。

し
か
し
、
明
治

二
三
年
案

は
銅
貨

は
そ

の
客
体
と
し
た
が

(
二

一
四
条
)
、
紙
幣

は
こ
れ
を
除
外
し
、
明
治

二
八
年
案

は
旧
刑
法
よ
り
そ

(
6

)

の
範
囲
を
限
定
し
、
銀
行
紙
幣
も
除
外
し
て
、
金

銀
貨

の
み
を
そ

の
客
体
と
し

(
「
九
〇
条
)
、
通
貨
偽
造
罪

の
客
体
を
同
じ
法
定
刑

の
も

(
7

)

と

に
整
理
し
た
明
治

三
三
年
案

に
な

っ
て
、

初

め
て
紙
幣
、

銅
貨
も
そ
の
客
体
と
さ
れ

(
一
八

一
条
二
項
)
、
現
行
法

に
至

っ
て
い
る
。

こ

れ

に
よ
り
、
外
国
通
貨
偽
造

罪
と
内
国
通
貨
偽
造
罪

の
通
貨

の
種
類

は
同
じ
も

の
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、
外
国
通
貨
偽
造

罪
の
客
体
が
旧
刑
法

よ
り
拡
大
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た

の
は
、
そ
れ
が
通
貨

に
対
す

る
社
会

の
信
用
を

保
護
す
る
も

の
で
あ
る
以
上
、
内
国
通
貨
と
外
国
通
貨
で
そ

の
範
囲
を
異

に
す

る
理
由

は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、

通
貨

の
種
類

に
よ
り
法
定
刑

に
差
を
設
け
て

い
た
旧
刑
法

に
対

し
て
、

こ
れ
を
同
じ
も

の
と

し
た
現
行
法

に
は
、
基
本
的
性
質

の
変
更
が

(
8

)

認

あ
ら
れ
る
点

は
、
通
貨
偽
造
罪

の
場
合
と

同
様

で
あ
ろ
う
。
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(
1
)

刑
法
草
案
第

一
稿
二
二
四
条
は
、
す
で
に
紙
幣
を
予
定
し
、
そ
こ
で
は
予
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
銅
貨
に
つ
い
て
も
、
内
国
銅
貨
に
関
す
る
規
定
を
め
ぐ
る
議
論
の

な
か
で
、
こ
れ
を
規
定
に
も
り
込
む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た

(
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
前
掲
書
第
皿
分
冊

一
〇
九
八
頁
。
)
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
紙

幣
、
銅
貨
と
も
に
貨
幣
偽
造
罪
の
客
体
と
し
て
予
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た

(
刑
法
草
案
第
二
稿
二
二
五
条
、
二
二
七
条
。
日
本
刑
法
草
案
一
=

六
条
、
一
=

八
条
)
。

(
2
)

宵
城
浩
藏

・
前
掲
書

二
三
八
頁
、
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
四
五
頁
、
継
山
貞
義

・
前
掲
書

一
八
九
頁
。

(
3
)

岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
四
五
頁
。

(
4
)

紙
幣
に
つ
い
て
、
著
者
不
明

(警
視
廉
蔵
版
)
・
前
掲
書
三
八
八
頁

(改
正
を
提
案
す
る
。
)
、
宮
城
浩
藏

・
前
掲
書
二
四
〇
頁
、
岡
田
朝
太
郎

.
前
掲
轡
三
四
五
頁
。

銅
貨
に
つ
い
て
、
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
四
五
頁
。

(
5
)

著
者
不
明

(警
視
魔
蔵
版
)
。
前
掲
書
三
八
八
頁
。

(
6
)

さ
ら
に
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
四
条
。

(7
)

さ
ら
に
、
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
五
A
年
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条
二
項
、
明
治
三
九
年
案

一
六
〇
条

一
項
、
明
治
四
〇

年
案

一
五
〇
条

一
項
。

(
8
)

前
述
、
本
章
第

一
節
。

現行 「通貨偲造ノ罪」規定の成立過程

第

三
節

「
内
國

二
於

テ
通
用

ス
ル
」

か
ら

「
内
國

二
流
通

ス
ル
」

へ

旧
刑
法

は
、

「内
國
通
用

ノ
金
銀
貨
」
(
「
八
二
条
)
と

「
内
國

二
於

テ
通
用

ス
ル
外
国

ノ
金
銀
貨
」
(
一
八
三
条
)
と
を
分
け

て
規
定

し
、

後
者

に
対
す
る
場
合

の
法
定
刑
を
前
者

に
対
す

る
場
合
よ
り
軽

い
も

の
と
し
て
い
た

(
さ
ら
に
銀
行
紙
幣
に
つ
い
て
、

蝋
八
四
条
)
。
し
か
し
、

双
方
と
も

「
通
用
」

の
文
字
が
使
わ
れ
て

い
た
た
め
、
外
国
金
銀
貨

に
関
す
る

「
内
國

二
於
テ
通
用

ス
ル
」
が
強
制
的
通
用
を
意
味
す

る

の
か
、
強
制
、
任
意

を
問
わ
な

い
事
実
上

の
流
通
を
意
味
す

る
の
か
、
解
釈
上
不
明
な
も

の
が
あ

っ
た
。

(
1

)

も
し
強
制
的
通
用
を
意
味
す
る
も

の
だ
と
す
る
と
、
そ

こ
に
お
け
る
法
定
刑

の
差
異

は
、
発
行

の
内
外

に
よ
る
も

の
だ
と

い
う

こ
と
に

(
2

)

な

る
。
そ

の
よ
う
な
解
釈
は
、
通
貨
偽
造
罪

の
保
護
法
益
と
し
て
わ
が
国

の
通
貨
高
権
を
強
く
意
識
し
た
か
、
あ
る

い
は
そ

の
保
護

法
益

を
通
貨

に
対
す

る
信
用
と
し
た
う
え
で
、
外

国
金
銀
貨

の

(強
制
)
通
用

の
範
囲
が
内
国
金
銀
貨

の
そ
れ
よ
り
も
小
さ

い
こ
と

に
着
目
し
、
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(
3
)

そ
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
、

そ
の
流
通
を
妨
げ

る
程
度

は
内
国

の
そ
れ
よ
り
も
低

い
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

い

ず
れ

に
し
て
も
、
当
時
、
強
制
通
用
力
あ
る
外
国
金
銀
貨

は
存
在

せ
ず
、
し
た
が

っ
て
必
要
性
が
必
ず

し
も
多
く
な
い
規
定

だ
け
を

こ
と

(
4

)

さ
ら
設
け
、
む

し
ろ
実
際
上

は
必
要
あ

る
と
思
わ
れ
る
事
実

上
流
通
す

る
外
国
金
銀
貨

に
関
す
る
規
定

を
置
か
な

か

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ

は
不
自
然

だ
と

い
わ
ざ
る
を
え
な

い
で
あ

ろ
う
。

も
と
も
と
刑
法
編
纂
委
員

に
ょ
る
日
本
刑
法
草
案

二

一
四
条

は
、
「
内
國

二
於

テ
普
ク
通
用

ス
ル
所

ノ
内
國
又

ハ
外
國

ノ
金
銀
貨
幣
」
に

対
す
る
場
合

の
法
定
刑
を
重
く
、
同

二

一
五
条

は
、
「
内
國

二
於

テ
普

ク
通
用

セ
サ
ル
外
国

ノ
金
銀
貨
幣
」
に
対
す
る
場
合

の
法
定
刑
を
軽

(
5

)

く
規
定

し
て

い
た
。
刑
法
草
案
審
査
局

は
こ
れ

に
修
正
を
施

し
、
結
局
、
刑
法
審
査
修
正
案

に
お
い
て
は
、
右
旧
刑
法

の
規
定
と
同
じ
も

(
6

)

の
が
作
成
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

し
か
し
、
そ

の
経
緯
を
み
て
も
、

旧
刑
法
が
日
本
刑
法
草
案

二

一
五
条

の

「
内
国

二
於

テ

普

ク
通
用

セ
サ
ル
外
國

ノ
金
銀
貨
幣
」

に
関
す
る
規
定

の
趣
旨
を
完
全

に
排
除

し
た
と

い
う
理
由
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な

い
。
む

し
ろ
、

日
本
刑
法
草
案

二

一
四
条

の
内
容
が
分
離
さ
れ
、
「内
國

二
於

テ
普

ク
通
用

ス
ル
所

ノ
内
國
…
…

ノ
金

銀
貨
幣
」
部
分
が

旧
刑
法

一
八
二
条

に
、

「内
國

二
於

テ
普

ク
通
用

ス
ル
所

ノ
…
…
外
國

ノ
金
銀
貨
幣
」
部
分
と

「
内
國

二
於
テ
普

ク
通
用

セ
サ

ル
外
國

ノ
金
銀
貨
幣
」
に
関
す

(
7

)

る
日
本

刑

法

草

案

二

一
五
条
と
が
結
合
さ
れ
て
旧
刑
法

一
八
三
条
が
作
成
さ
れ
た
と

い
う
べ
き

で
あ

ろ
う
。
や
は
り
、
旧
刑
法

の
い
う

(
8

)

「内
國

二
於

テ
通

用

ス
ル
」

の
用
語
例

に
は
、
「
内
國
通
用

ノ
」
と

は
異
な
る
重
大
な
意
味
が
隠
さ
れ
て

い
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
事
実

上
の
流
通
を
意
味
す

る
も

の
だ
と
す

る
と
、
そ

の
趣
旨
を
示
す
用
語
例
を
選
択
す
べ
き

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

(
9

)

し
た
が

っ
て
、

旧
刑
法

「
第
百
八
十
三
條

及

ヒ
第
百

八
十
四
條

ノ
規
定

ヲ
合

シ
之

ヲ
修

正
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ

る
現
行
刑
法
が
、
外

(
10

)

国
通

貨

に

つ
い
て
、
「流

通
」
の
用
語

を

用

い
た

の
は
当

然

の
な

り
行
き

で
あ

っ
た
と

い
え

よ
う
。

明
治

二

八
年
案

に
お

い
て
、

こ
の
用

語

が
用

い
ら
れ
、

現

行
法

に
至

っ
た
も

の
で
あ

る
。

な

お
、

明
治

二

三
年
案

は
、
「
内
國

二
於

テ
適

法

ノ
通

用

ヲ
為

ス
内
外

國

ノ
金

銀

貨
」
と
規
定

し

(
一
=

二
条
。
銅
貨
、
白
銅
貨
に
つ
い
て
は
、
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桶
=

四
条
)
、

事
実
上
流
通
す

る
外
国
金
銀
貨

に
つ
い
て
の
明
文

の
規
定

を
量
か
な

か

っ
た
。

「
内
國

二
於

テ
適
法

ノ
通
用

ヲ
爲

ス
」
と

い

う

こ
と
が
強
制
的

に
通
用
す
る
こ
と

の
ほ
か
に
、
単

に
通
用
を
許
さ
れ

て
い
る
と

い
う
意
味
を
も
含
む
も

の
だ
と
す
る
と
・
解
釈
上
そ

こ

に
は
、
事
実
上
流
通
す
る
外
国
金
銀
貨

に
つ
い
て
も
規
定

さ
れ
て

い
る
こ
と

に
な

ろ
う
。
し
か
し
、
明
治
二
三
年
案
編
纂

に
際
し
て
参

照

さ
れ

た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案

に
お

い
て
は
、

そ

の
よ
う
な
用
語
法
は
用

い
ら
れ

て
い
な
か

っ
た
。

「
内
國

二
於
テ
適
法

ノ
通

用
ヲ
爲

セ
ル

内
國
又

ハ
外
國

ノ
金
銀
貨
幣
」
と
規
定
す

る
ほ
か

(
㈲
=

四
条
)
、

こ
れ
と
区
別

し
て

「
内
國

二
於

テ
通
用

ヲ
許

サ
レ
タ
ル

〔
内
國

又

ハ
〕

外
國

ノ
金
銀
貨
」

に
関
す
る
規
定
が
置

か
れ

て
い
た
の
で
あ
る

(
一
=

五
条
)
。

こ
れ

は

「
内
國

二
於

テ
適
法

ノ
通
用

ヲ
爲

セ
ル
」
と

い
う

も

の
鱗

単

鑑

用
を
許
さ
れ
た
と

い
う

の
で
は
な
く
、
強
制
的

に
通
用
す
る
と

い
う
意
味
を
持

つ
も

の
と

し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
た

め

で
あ
る
。

、、
れ

は
旧
刑
肇

案
嚢

当
時
か
ら
の
ボ
ア
ソ
字

ド
の

一
貫
し
た
用
語
法
で
あ

つ
(癩

明
治

二
三
年
案
が
妻

上
蓬

す
る

外
国
金
銀
貨

に
関
す
る
規
定

を
置
か
な
か

っ
た
趣
旨

は
明
ら

か
で
は
な

い
。

現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

(
-
)

宮
藩

藏

.
前
掲
霧

二
四
九
頁
、
同

.
前
響

二
三
食

、
岡
田
朝
太
郎

・
前
響

三
四

責

・
継
山
轟

.
前
掲
董

八
八
頁
・

(
2
)

宮
城
浩
藏

.
前
掲
講
義
二
四
九
頁
、
亀
山
貞
義

・
前
掲
書

一
七
七
、

帽
八
七
頁
。

(
3
)

岡
田
朝
太
郎

.
前
掲
書
三
四
三
頁
、
亀
山
貞
義

・
前
掲
書

一
八
七
頁
。

(
4
)

亀
山
貞
義

.
前
掲
書

一
八
八
頁
。
「
本
條

ハ
一
ノ
空
文
タ
ル
ニ
過
キ
ス
」
と
い
う
。

(
5
)

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
前
掲
書
第
W
分
冊
三

一
三
二
頁
。

強
制
通
用
力
を
享

る
外
国
貨
箆

関
す
る
規
定
を
お
く
必
要
性
は
、
ボ
ア
ソ
†

ド
の
強
く
主
張
す
る
き

ろ
で
あ

っ
た
・
早
蕾

大
学
鶴
田
文
癖

究
会
編

・

前
掲
書
第
∬
分
冊

醐
〇
六
三
頁
。

(
6
)

刑
法
萎

修
正
稿
杢

八
四
条
、

一
八
五
条
、
刑
法
審
蕩

正
第
二
稿

天

二
条
、

一
八
三
条
、
刑
法
妻

篁

塞

八
二
条
』

八
三
条
・
各
萎

に
つ
い
て
・

第

一
章
第
二
節
注
(
4
)
参
照
。

(
7
)

勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
三
六
八
頁
。

(
8
)

こ
の
こ
と
を
文
理
的
観
点
か
ら
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
三
七

一
頁
。
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「
内
璽

於
テ
語

ス
ル
」
を
慧

的
に
通
用
す
る
も
の
で
足
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
栗

豊
三

・
前
掲
書
五

一
五
頁
、
田
中
宗
雄

.
前
掲
書
六

子

、
勝
本
勘
三

郎

・
前
掲
書
三
六
七
頁
。

な
お
・
「
内
國
通
用
ノ
」
・
「
内
國

二
於
テ
通
用

ス
ル
」
双
方
と
も
、
強
制
的
通
用
と
任
意
的
通
用
の
薯

の
意
味
を
含
む
と
す
る
も
の
と
し
て
、
著
者
不
明
(警
認

蔵
版
)
・
前
掲
書
三
七
六
、
三
八
六
頁
。

(9
)

明
治
四
。
年
案
理
由
書

三

八

責

・
こ
の
こ
と
は
、
明
治
三
三
箋

参
馨

第
八
章
五
頁
、
明
治
三
四
年
馨

薯

西

五
頁
、
明
治
三
五
年
A
秀

考

書

一
五
〇
頁
、
明
治

三
五
年
B
案
解
説
書

一
一
一
一
頁
は
、
「敢

テ
現
行
法

ノ
趣
旨

ト
径
庭

ス
ル
所

ナ

シ
」
と

い
う
。

(
、・
)

な
お
・
現
行
法
の
い
三

流
通
」
に
つ
い
て
・
強
制
的
通
用
を
意
味
す
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
泉
二
新
熊

.
日
本
刑
法
論
各
論

昭
和
奪

三

五
頁
、
宮
本
英

脩

・
刑
法
大
綱

昭
和

δ

年
五
三
〇
頁
・
牧
箋

一
童

訂
呆

刑
法
下
巻

昭
和

三

年

δ

ご
一頁
以
下
、
同

.
刑
法
各
論
上
巻

昭
和
二
五
隻

四
〇
頁
。

(
11
)

ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
"
森
順
正
他
訳

.
前
掲
書

一
八
頁
。

(
12
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(
訳
者
不
明
)
・
前

掲
書
四
頁

以
下

。
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第

三
章

「
通

貨

僑

造

ノ
罪

」

の
諸

類

型

…第
二

節

通
貨
僑
閃造

・
赤
久
造
国非

第

西

八
条

一
項

本
項
は
、

旧
刑
塗

八
二
条
、

一
八
四
条
お
よ
び

天

五
条

の
規
定

を

「
合

シ
之

ヲ
修

正
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ

て
馳

・

し
か
し
さ
ら

に
・

旧
刑
竺

八
六
奎

項
前

段
を
修
正
し
た
も

の
で
も
あ
る
.芝

に
注
意
す

べ
ぎ
で
あ

る
。

一

〔
行
使
目
的
〕

旧
刑
法

は
、
「
貨
幣

薦

造

ス
ル
罪
」
の
葉

行
為

を
偽
造

・
変
造
行
使
と
し

(
天

二
条
、

天

四
条
、

天

五
条
)
、

偽
造

●
変
造
じ
た
い
は
そ

の
未
遂
形
態
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
偽
造
行
使
ま
た
は
変
造
行
使

に
対
す
る
刑

に
照
ら
し
三

等
を
減
じ
る
と
し

て
い
た
(
天

六
条

項

前
段
)
・
偽
造

・
変
造
行
使

の
未
遂
形
態
と
し
て
の
偽
造

・
変
造

じ
た

い
も
通
貨

に
対
す
る
信
用
峯

目す

る
罪

で
あ

 る
こ
と

は
明
か
で
あ

る
・

こ
れ

に
対
し
て
、
偽
造

・
変
造
じ
た

い
を

「
通
薦

造

ノ
罪
」

の
基
本
的
行
為
と
し
、
行
使
罪
と

は
別
個
独
立

の
罪
と
し
て
処
罰
す
る
も

の
と
し
窺

行
為

、

「
行
使

ノ
目
的
」

を
嬰

上
そ

の
要
件
と
す

る
.」
と

に
よ
り
、

そ
れ
が
通
貨

に
対
す

る



現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

信
用
を
害
す

る
罪
で
あ

る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

旧
刑
法

の
場
合
に
お
い
て
は
、
偽
造

.
変
造
行
使
を
内
容
と
す

る
通
貨
偽
造
罪

に
つ
い
て
も
、
そ

の
未
遂
形
態
と
し
て
の
偽
造

・
変
造

そ
れ
じ
た

い
の
罪

に
つ
い
て
も
、
行
使

目
的
要
件

は
明
文
化
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。

そ

の
章
名

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「貨
幣

ヲ
偲
造

ス

ル
罪
」
を

「
信
用

ヲ
害

ス
ル
罪
」
と
し
て
い
た
か
ら
、

こ
れ
を
性
格
づ
け

る
行
使
目
的
を
明
示
し
な
く
と
も
、
通
貨

に
対
す

る

一
般
社
会

の
信
用
な

い
し
取
引

の
安
全
を
害
す
る
性
質
を
も

つ
行
為
が
当
然
予
定
さ
れ

て
い
る
と
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
構
成
要
件
的
に
も
・

行
使
目
的

の
な
い

薦

造

シ
テ
行
使
L
・
「嚢

シ
テ
行
使
」
す
る
行
為
は
な
慮

「
前
数
條

二
記
載

シ
タ

ル
貨
幣

ノ
嚢

嚢

巳

二
成

テ

(
4

)

未
タ
行
使

セ
サ

ル
」
行
為
も
な

い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

旧
刑
法

に
お
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
こ
れ
を
明
文
化
し
な
く
て
も
、
偽
造

.

変
造
処
罰
規
定

の
体
系
的
地
位
、
関
係
規
定

の
文
理

・
論
理
解

釈
に
よ
り
、

こ
れ
を
必
要
と
す
る
解
釈
を
導
き
出
す

こ
と

は
不
可
能

で

(
5

)

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

し
か

し
、
偽

造

.
変

造

じ

た

い
を
通

貨
偽
造

の
基

本
行

為

と

し

た
明

治

二
八
年

案

に

お

い
て

は
、

そ

の
よ
う

な
方

法

に
よ
り
、

そ

の
よ

う

な
解

釈

を
導

き
出

す

こ
と

に

は
、

困
難

な
も

の
が

あ

っ
た
。

こ

こ
に
、

行

使

目
的

を
要

件

と

し

て
、

こ
れ

を
明
文

化

す

る
必
要

性
が

生

じ
た

の
で
あ
る

(
天

九
奎

九
・
範

・

こ
れ
を
要
件
と
す

る
こ
と

は
・

そ
の
後

の
各
華

に
も
禁

さ
れ
る
こ
と

に
な

つ
麓

そ

の
間
、

明
治

三
五
年

A
案

に
対

し

て
、

異
説

が

展
開

さ
れ

た

こ
と

も
あ

る
。

第

一
六

回
貴

族

院
特

別

委
員

会

に
お
け

る

「行

使

ノ
目

的
」

を

「
人

ヲ
欺

岡

ス
ル
目
的
」

に
修

正
す

べ
き

で
あ

る
、

と
す

る
意
見

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

偽
造

・
変

造

罪

が
成

立
要

素

と

し
な

い
行

使

を

目
的
内

容

と

す

る

こ
と

は
奇
怪

で
あ

り
、

ま

た
、

行

使

目
的

が
偽
造

・
変

造

か
否

か
を
区

別
す

る
基

準

に

は
な

ら

な

い

と

し

て
、

「
僑

造
攣

造

テ

ア

ル
ヤ
否

ヤ
ト
云

フ

コ
ト

ヲ
見

ル
ノ

ユ

最

モ
適
当

ナ

ル
標
準

ト

ナ

ル

ヘ
キ

人

ヲ
欺

ク
ト
云

フ
方

ノ

コ
ト

ヲ
以

テ
目
的

二
致

(
8

)

シ
」

と

い
う

も

の
で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

こ
れ

は
委

員

会

の
支
持

す

る
と

こ

ろ
と

は
な

ら
ず

、

原

案

通

り
、

「行

使

ノ
目
的
」

と

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。
も

っ
と
も
、

.、
の
修
正
意
見
も
、
偽
造

.
変
造

じ
た

い
を
処
罰
す
る
場
合
倦

、
通
貨
偽
造

罪
が
通
貨

に
対
す
る

一
般

(515)26?



社
会

の
信
用
な

い
し
取
引

の
安
全
を
害

す
る
性
質
を
も

つ
も

の
で
あ

る
こ
と
を
示
す
た
め

に
、
何
ら

か
の
目
的
を
要
件
と
す
る
必
要
が
あ

る
と

い
う

こ
と
を
前
提

に
す

る
も

の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
草
案
と
そ

の
基
本
的
立
場
を
異

に
す
る
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

し
か
も
、
そ
こ

で
理
由
と
さ
れ
た
も

の
は
、

い
ず
れ
も
行
使
目
的
、
偽
造

の
解
釈
問
題
と
し
て
、
解
消

で
き

る
も

の
で
あ

っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

む
し

ろ
そ

の
罪
質

か
ら
は
、
詐
欺
罪
に
お

い
て
人
を
錯
誤

に
陥

ら
せ
る

こ
と
で
あ
る
と

い
う
意

味
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
欺

岡
と

い
う
概
念
を
用

い
る
よ
り
は
、
行
使
と

い
う
概
念
を
用

い
る
方
が
妥
当

で
あ

っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

〔
偽
造
と
変
造

の
法
定
刑
〕

旧
刑
法

は
偽
造
行
使

の
場
合
と
変
造
行
使

の
場
合

の
法
定
刑
を
区
別

し
て

い
た
た
め

(
一
八
二
条

一
項

と
二
項
・

「
八
三
条

一
項
と
二
項
)
、

こ
れ

に
応

じ
て
、
そ

の
未
遂
形
態
と
し
て
の
偽
造

と
変
造

に
対
す

る
法
定
刑

に
も
差
異
を
設
け
て
い
た

(
一
八
六
条

一
項
前
段
)。

こ
れ

に
対

し
て
、
現
行
法
は
そ

の
区
別
を
し
な

い
も

の
と

に
し
た
。

旧
刑
法
が
・
偽
造
と
変
造

に
対
す

る
法
定
刑

に
差
異
を
認

め
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
為

の
有
す

る
危
険
性

に
着
目
し
た
た
め
で
あ
る
。

日
本
帝
国
刑
法
草
案
編
纂

の
た
め
の
第

一
案

は
、
す

で
に
金
銀
貨
幣
等
の
偽
造
と
変
造

に
対
す

る
法
定
刑

に
差
異
を
設
け
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
た
が
・
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド

は
そ

こ
に
規
定

さ
れ
た
変
造
行
使

の
法
定
刑

の
軽
徒
刑

を
さ
ら
に
軽
く
軽
懲
役
と
修
正
す
べ
き
だ
と
し
、

そ

の
理
由
を
変
造

の
情
状

の
軽

い
こ
と

に
求

め
、

次

の
よ
う

に
い
う
。

「其
多

ク
変
造

ス
ル
者

ナ
ク
随

テ
其
害

ヲ
害

ス
コ
ト
少

キ
点

ヨ
リ

論

う

ハ
慧

役

二
処

ス
ル
コ
ト

モ
不
条
蓼

一
ハ
ア
ラ
犯

。
そ

の
後

の
各
草
案

は
こ
れ

を
踏
襲

し
、

偽
造
行
繧

重
く
、

変
造
行
使

は

軽
く
と

い
う
旧
刑
法
と
な

っ
た
の
で
あ
麺

こ
の
間
・
ボ

ア
ソ
ナ
吾

は
そ
の
理

由

姦

術

し
、
さ
ら

羨

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「備

造

一脚
至

テ

ハ
鋳

形

ヲ
用

ヒ
テ
之

ヲ
爲

ス

モ
ノ

ニ
シ
テ

一
度
適

當

二
其
鏡

形

ヲ
製

シ

タ

ル
上

ハ

許
多

ノ
偲
造

貨

幣

ヲ

製
造

ス
ル

ヲ
得

ル

ト
難

モ
貨

幣

ヲ
攣

造

ス

ル

ニ
付

テ

ハ
其
憂

造

セ

ル
貨

幣

一
個
毎

二
各

々
別

段

二
多
少

ノ
時

間

ヲ
費

シ
困
難

ナ

ル
工
作

ヲ
加

フ
ル
ヲ
要

ス

レ

ハ
麓

」
・

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
趣

旨
の
も
と

に
制
定
さ
れ
た
旧
刑
法

に
対
し
て
、
岡
田
博
士
は
、
立
法
論
的

に
大
き
な
疑
問
が
あ

る
と
さ
れ
て

268(516)
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い
た
。

偽
造

に

は
多
数

の
偽
造

貨

幣

を
作

成
す

る
危
険

が
あ

る
と

い
う

の
は
、

「
必

ス
シ

モ
僑

造

ノ
特

質

ト

ス

ル
能

ハ
ス
」

こ
と

で
あ

り
・

変

造

が

「
多
敷

ノ
憂

造

貨

幣

ヲ
製

出

シ
得

ル
危
険

ナ
シ
ト
云

フ
可

ラ

ス
」
、

「
害

又

ハ
害

ノ
危
険

ノ
大
小

二
由

リ

テ
刑

ヲ
区

別

ス

ル
椹

衡
論

ノ
必
ス
シ
糞

響

在
ラ
サ
ル
」
と
い
う
の
で
あ
望

定
の
肇

認
識
に
萎

く
旧
刑
法
制
定
の
趣
旨
に
対
し
て
・
暴

る
妻

認
識

に
立

脚

す

る

こ
と

に
よ

り
、

疑

問

を
呈

し

た
わ

け

で
あ

る
。

し

か
し
、

勝

本
博

士

は
、

こ
れ
と

同
様

の
疑

問
を

留
保

し
な
が

ら
・

な

お
偽

造

と
変

造

の
有

す

る
危
険

性

の
相
違

は

】
般

的

に
あ

り
う

る

こ
と

で
あ

る

か

ら
、
そ

れ

じ

た

い
は
必
ず

し
も
非

難
す

べ
き

で
は
な
く

・
「
罪

刑

ノ
椹
衡

ヲ
婁

ル
我

刑

法

ノ
規
定

ト

シ
テ

ハ
亦

巳

ム
可

ラ
サ

ル

ノ
匠

別

タ

ル
可

シ
」

と

し
た
う

え

で
、

別

の
観

点

か
ら
次

の
よ
う

な
批

判

を
展
開

さ
れ

た
。

「僑

造

ト
攣

造

ト

ノ
匠
別

ハ

畢
寛

程

度

ノ
匪

別

二
過

キ

サ

ル

ノ

結
果

適

用

二
臨

ミ
甚

困
難

ナ

ル
問
題

ヲ
生

ス

ル

コ
ト

ア
ル
可
キ
カ
故

二
寧

・
之

ヲ
解
放

シ
テ
判
事

ノ
自
由

萎

ス
ル

ニ
若

カ
ラ
鎗

・

明
治

二
三
年
案

は
、

依
然
と
し
て
、

旧
刑
法
と
同
様

の
態
度
を
維
持
し
た
が

(
三

五
条
前
段
三

一
二
条
主

西

毎

明
治

二
八
年

案
以
降

の
各
草
案

は
、
偽
造
と
変
造

の
法
定
刑

の
区
別
を
し
な

い
も

の
と
し
た
。
そ

の
理
由
も
、
勝
本
博

士
と
同
様

の
観
点
か
ら

の
も

の

で
あ

る
と
理
解
し
て
よ

い
よ
う
で
あ
る
。
明
治

三
〇
年
案
解
説
書
も
、
そ
れ

は

「備
造
憂
造

ハ
本
來
確
然

タ
ル
匠
別

ヲ
爲

シ
肇

者
故
改

正
案

ハ
刑

ヲ
匠
別

セ
三

二
裁
判
官

ノ
講

二

任

シ
タ
ル
ナ
リ
」

と
し
て
い
翰
～

こ
の
よ
う
な
態
票

そ

の
後

の
各
華

に
お

い
て
も

維
持
さ
れ
、
本
項
に
至

っ
た
の
で
あ
強

た
し
か
に
、
偽
造
と
変
造
を
概
念
規
定
し
た
と
し
て
も
、
真
正

の
通
貨
を
利
用
し
て
真
正

の
貨
幣

の
外
観
を
有
す

る
も

の
を
作
成

し
た

髪

。
に
は
、

そ
れ

が

そ

の

い
ず

れ

に
当

る
か
、

そ

の
判

断

に
困
讐

も

の
が
あ

る

こ
と

は
事

実

で
あ

ザΦ
。

し
か

も
、

い
ず

れ
も
真

正

の
貨

幣

の
外
観
を
有
す

る
も

の
を
作
成
す
る
行
為

で
あ
り
、
通
貨

に
対
す

る
信
用
な

い
し
取
引

の
平
穏
を
害
す

る
程
度

に
差
異
は
な

い
・
そ

の

意

味

に
お

い
て
、

か
り
に
偽
造
と
す
べ
き
も

の
を
変
造
と
し
た
と
し

て
も
、
上
馨

に
よ
る
破
棄

の
理
由
と

は
な
ら
な

い
と
す

る
余
地

の

あ

る
現

行
法

の
定

め
方

に
是

認

で
き

る
も

の
が

あ

る
よ
う

に
想

わ
轟

る
。
も

っ
と
も

、

ボ

ァ

ソ
サ

ー
ド

の
よ

う

に
・

真

正

の
貨
幣

の
外

観

(517}269



奢

す
る
も
の
を
作
成
し
う
る
量
の
多
少
と
い
う
情
状
の
糞

姦

調
す
る
奄

ば
、
孟

の
も
の
を
作
謬

る
可
能
性
の
あ
る
偽
造

.

変
造
と
そ
う
で
な

い
偽
造

・
変
造
と

の
区
別

に
よ
り
法
定
型

差
を
設
け

る
こ
と

は
可
能

で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
行
法

は
、

こ
の
よ
う
な
情
状

は

「無

期
又

ハ
三
年

以
上

ノ
懲
役
」
と

い
う
広

い
法
定
刑

の
枠
内

の
裁
量
問
題

に
す
ぎ
な

い
も

の
と
し
た
。

X70(518)

(
-
)

明
治
四
。
箋

理
暑

三

八

責

・
さ
ら
K

明
治
三
三
年
案
馨

纂

八
章
五
頁
、
明
治
三
四
年
霧

蕃

西

五
頁
、
明
治
三
葦

A
霧

考
豊

五
。
頁
、

明
治
三
五
年
B
案
参
考
書

一
四
六
頁
、
明
治
三
〇
年
案
解
説
書

一
一
九
頁
。

(
2
)

前
述
、
第

一
章
第

一
節
参
照
。

(
3
)

行
使
昌

を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
て
・
宮
城
浩
藏

・
鶉

馨

二
四

責

、
同

・
前
暑

二
三
二
頁
以
下
、
勝
本
勘
三
郎

.
前
響

四

三

頁
以
下
.
こ
れ
に
対

し
て
、
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三

一
頁
以
下
。

(
4
)

偽
造

変

造
行
使
を
内
容
と
す
る
聾

鍛

罪
に
行
讐

的
を
必
要
と
し
な
い
と
さ
れ
た
岡
田
博
士
も
、
そ
の
未
遂
形
態
で
あ
る
偽
造

.
変
造
そ
れ
じ
た
い
の
罪
に

は
こ
れ
を
必
要
と
さ
れ
る
。
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三
〇
頁
以
下
。

(
5
)

こ
れ
に
つ
い
て
、
と
く
に
勝
本
勘
三
郎
前
掲
書
四

一
三
頁
以
下
。

(
6
)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三
〇
六
頁
以
下
。

(
7
)

明
治
二
八
年
案

天

九
条

明
治
三
〇
年
案

一
九
三
条
、
明
治
三
三
箋

天

峯

項
、
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条

項

、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
二
奎

項
、

明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条

一
項
、
明
治
三
九
年
案

一
五
九
条

一
項
、
明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条

一
項
。

(
8
)

高
橋
治
俊
11
小
谷
二
郎

・
前
掲
書

一
〇
九
五
頁
以
下
。

(
9
)

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
前
掲
書
第
∬
分
冊

一
〇
六
九
頁
。

(01
)

篁

案
釜

章
篁

節
篁

条

第
五
条

第
山ハ
条
、
第
二
輩

五
章
篁

節
箋

手

第
三
条
、
第
六
条
、
日
本
帝
国
刑
法
華

篁

条
～
第
三
条
、
第
五
条
、

呆

刑
法
華

第

蚕

三

〇
条
主

二
一
条

二
二
四
条
、
日
本
刑
法
草
案
篁

稿
二
二
三
条
主

一二
七
条
、
刑
法
草
案
修
正
稿
本

天

四
条
～
天

七
条
、
刑
法

審
査
修
正
案

一
八
二
条
～

一
八
五
条
。

右
第

棄

第
二
案
に
つ
い
て
は
卓

稲
田
大
学
蟄

文
書
研
究
会
編

・
前
響

饗

分
冊

一
〇
六
二
頁
以
下
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
第

一
章
第
二
節
注
(
3
)
、

(
4
)
参

照

。

 (
11
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
(馨

不
明
)
・
前
響

七
頁
・
旧
刑
法
公
布
後
の
学
説
の
多
く
も
、
こ
れ
と
同
馨

の
蓬

霞

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
偽
造
と
変
造
の
刑
の
軽
重
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の
糞

の
根
拠
づ
け
を
行
な
。
て
い
た
。
太
塁

郎

・
前
響

二
丁
以
下
、
菓

豊
三
・
前
馨

五
一
三
葺

下
謡

山
暴

.
鶉

董

七
九
頁
喜

城
叢

・
前

響

二
四
七
頁
、
二
六
年
二
三
二
頁
。
誉
り
に
、
村
田
保

・
前
掲
壷

三

丁
、
田
中
宗
雄

・
前
馨

六
〇
丁
、
著
者
不
明

(警
視
籍

版
)
.
前
響

三
八
責

・

(
12
)

岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三
七
頁
以
下
。

(
13
)

勝
本
勘
三
郎

.
前
掲
書
四
二
三
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
勝
本
博
士
は
、
偽
造
、
変
造
お
よ
び
模
造
の
区
別
が
事
実
上
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
・
こ
れ
を
区
別

せ
ず
、
蟹
造
と
い
う
概
念
の
も
と
に
こ
れ
を
包
括
し
、
法
定
刑
も
同

一
の
も
の
と
す

べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た

(
右
三
九
九
頁
以
下
)
。

(
14
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
旧
刑
法
の
改
正
に
当
た

っ
て
も
、
旧
刑
法
制
定
の
際
と
同
様
の
趣
旨
を
主
張
し
た
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ー-
森
順
正
他
訳

.
前
掲
書
一
=

頁
以
下
。

(
15
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

一
二
〇
頁
。

(
16
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三
〇
四
頁
以
下
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
明
治
二
八
年
案
以
降
、
旧
刑
法
の
態
度
を
改
め
、
偽
造
と
変
造
の
法
定
刑
を
同

一
に
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
・
そ
の
程
度
に
は
変
遷
が

あ
り
、
明
治
二
八
年
、

三
〇
年
案
は

「無
期
又

ハ
三
年
以
上
ノ
懲
役
」
(各

一
八
九
条
、

一
九
三
条
)
、

明
治
三
三
年
案
は

「無
期
又

ハ
有
期
ノ
懲
役
」
(
扁
八

一
条

一

項
)、
そ
の
後
、
「無
期
又

ハ
五
年
以
上
ノ
懲
役
」
と
す
る
案
が
現
れ

(明
治
三
四
年
案

一
七
二
条

一
項
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
二
条

一
項
・
明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条

一
項
)
、
最
終
的
に
は
、
当
初
と
同
じ

「
無
期
又

ハ
三
年
以
上
ノ
懲
役
」
と
さ
れ

(
明
治
三
九
年
案

一
五
九
条

輔
項
・
明
治
四
Q
年
案

一
四
九
条

一
項
)
・
こ
れ
が

本
項
と
な

っ
た
。

ち
な
み
に
、
旧
刑
法
に
お
い
て
は
、
金
銀
貨

.
紙
幣

.
銀
行
券

の
偽
造
行
使
は
無
期
徒
刑

(
一
八
二
条

一
項
、

一
八
四
条
)
、
偽
造
は
有
期
徒
刑

(
一
八
六
条

一
項
前

段
)
で
あ
る
の
に
対
し
、
変
造
行
使
は
軽
懲
役

(
一
八
二
条

二
項
、

一
八
四
条
)
、
変
造
は
二
年
以
上
五
年
以
下
の
重
禁
鋼

(
一
八
六
条

一
項
前
段
)
で
あ

っ
た
。
銅
貨

の
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
差
異
が
あ

っ
た

(
一
八
五
条
、

一
八
六
条

嘲
項
前
段
)
。

(
17
)

岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三
八
頁
以
下
。

第

二
節

偽
造

・
変
造
通
貨
行
使

・
交
付

・
輸
入
罪

第

一
四
八
条

二
項

本
項

は
、
偽
造

.
変
造
通
貨

の

「
行
使
」
、

「
交
付
」

お
よ
び

「輸
入
」

の
各
行
為
を
処
罰
す
る
も

の
と
し
・
そ

の

法
定
刑
を
同

一
の
も

の
と
し
た
。

一

〔
行
使
罪
〕

旧
刑
法
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨

の
行
使
行
為
じ
た
い
は
処
罰

せ
ず
、
通
貨
を
偽
造

・
変
造
し
て
行
使
す

る
行
為

(
天

(519)271



二
条
二

八
四
条
二

八
五
条
)
・

偽
造

・
変
壮難

を
輸
入
し
て
行
使
す
る
行
為

(
天

九
観

、
偽
造

・
変
造

の
情
を
知

っ
て
そ

の
通
貨
を

取
受

し
て
行
使
す

る
行
墾

九
・
釜

項
)
を
処
罰
す

る
も

の
と

し
、
行
使

の
前
提
と
な
る
行
為

の
性
質

(讐

、
変
造
、
輸
入
ま
た
は
取
受
)

お
よ
び
通
貨

の
種
類

に
よ
り
・
そ

の
法
定
刑
を
細
分
化

し
て
い
た
。
行
使

の
前
提
と
な
る
行
為
が
輸

入
の
場
合

は
偽
造

.
変
造
行
使

の
刑

に
同
じ
と

し
た
が
、
取
受

の
場
合

は
そ

の
刑

に
照
ら
し
減
軽
す
る
も

の
と

し
て
い
た
。

改

正
作
萎

初

の
明
治

二
三
年
案
も
、

旧
刑
法
と

ほ
と

ん
ど
同
じ
で
、

通
貨
偽
造

・
変
造
使
用

(
二

三

条
～
三

四
条
)
、
偽
造

.
変
造

通
貨
輸

入
使
用

(
三

六
条
)
・
偽
造

・
変
造

に
関
与
し
な
い
者

の
使
用

(
三

五
条
後
段
)
に
関
す

る
処
罰
規
定
を
お
き
、
前

二
者

の
刑

は

同
じ
も

の
と
し
・
後
者

の
刑

は
纏

す
る
も

の
と
し
て
い
た
。
偽
造

・
変
造
通
貨
輸
入
使
用
罪
を
明
文
化

し
た
占
描が

旧
刑
法
と
暴

る
占
融

で
あ
粥

し
か
し
・
養

偽
造

罪
の
成
立

に
行
使
を
必
要

と
せ
ず
、
偽
造

・
変
造

そ
れ
じ
た
い
を
処
罰
す

る
も

の
と
し
、
現
行
法

へ
の
葉

的
方

向
を
確
芒

た
は
ず

の
明
治

二
八
年
案

に
お

い
て
も
、
本
項
関
係

の
規
定

ξ

い
て
は
、
現
行
法
と

の
間

に
ま
だ
大
き
な
隔
た
り
が
あ

っ

た
・
偽
造

・
変
造
通
貨
を
収
得
し
た
者

の
行
使
罪

の
み
を
収
得
罪

の

一
環
と

し
て
規
定

し
(
充

二
条
後
段
)
、
通
貨
を
偽
造

.
変
造

.
輸

入

し
薯

の
行
使
羅

つ
い
て
は
・
少
な
く
と
も
明
文
上

は
規
定

し
な
か

っ
た
。

ア、
の
明
治

二
八
年
案

に
用
語
上

の
若
干

の
修
正
を
施

し
た

も

の
が
・

そ

の
ま
ま
明
治
三
〇
年
案
と
な
り

二

九
六
条
後
段
)
、

こ
れ
を
さ
ら

に
内

容
的

垂

理
し
た
う
・兄
、

刑

に
修
正
を
施
し
た
も

の

が

明
治

三
三
年
案

と

な

っ
た

(
一
八
三
条
後
段
)
。

こ
の
よ
う

に
・
明
治

二
八
年
奪

の
各
華

が
収
得
し
た
者

の
行
使
罪

の
み
窺

芒

、
偽
造

.
変
造
者

に
ょ
る
行
使

に
関
す
る
瑠

規
定

を
お
か
な
か

っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
喬

偽
造

・
変
造
罪
そ
の
も

の
と
し
て
処
罰
し
、

「
無
期
又

ハ
三
年

以
上

ノ
懲
役
」

ま
た
は

「
無
期
又

ハ
有
期

ノ
懲
懲

と

い
う
広

い
法
定
刑

の
枠
内
で

「
裁
判
官

二
於

テ
自
由

二
其
刑

ヲ
重

表

フ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

ヘ
シ
」

と
考
え
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
粥

そ
う
だ
と
す
る
と
、

こ
れ
ら
の
萎

は
、
覆

偽
造

罪
の
蒙

行
為
を
偽
造

.
変
造
と

は
し
た
も

の
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の
、
法
定
刑
と

の
関
擾

お

い
て
、
重

い
情
状
と
し
て
の
偽
造

・
変
造
行
使
を
そ

こ
に
あ
ら
か
じ
め
予
定

し
て
い
た

こ
と
を
意
味
す
る
.」

と
に
な
る
。
そ
し
て
、

お
そ
ら
≦

」
の
.」
と

は
、
偽
造

・
変
造
通
貨
を
輸

入
し
た
者

の
行
使

ξ

い
て
ま

で
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と

い

っ
て
よ

い
。
右
各
草
案
が
輸

入
に
対
す

る
刑
を
偽
造
変
造

の
刑

に
同
じ
も

の
と
し
て
い
た
か
ら

で
あ
(禦

偽
造

.
変
造

輪

入
行
使

に

つ
い
て

は
、

偽
造

.
変

造

.
輸

入
と

し

て
処
罰

す

べ
き

で
あ

る
と
さ

れ

て

い
た

と

い
う

わ
け

で
あ

る
。

と

、、
う
が
、

明
治

三
四
年
案

は
、

ン、
の
よ
う
な
収
得
罪
規
定

の
な
か

に
収
得
し
た
者

に
よ
る
行
使
罪
窺

定
す

る
態
度
を
改

め
・
収
得

罪
と

は
別
個

に
、
そ

の
入
手
原
因
を
問
わ
な
い
偽
造

・
変
造
通
貨
行
使
罪
を
規
定
す

る
こ
と

に
し
た

(
葦

奪

・

こ
こ
に
初
め
て
・
偽

造

.
変
造

.
輸
入
し
た
嚢

残

を
行
使

し
夷

・
に
も
適
用
さ
れ
る
行
使

罪
が
、
規
定
さ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
わ
け

で
あ

る
.

こ
れ
が
・

そ

の
後

の
各

草
案

に
継

承
さ

れ
、

現
行

法

と
な

っ
た

の
で
あ

る
。

法
定

刑

は
、

い
ず
れ

の
草
案

に
お

い
て
も

・
偽

造

.
変
造

の
刑

に
同

じ

も

の
と

さ
れ

て

い
る
。

.」
y」
に
お

い
て
、

偽

造

.
変

造

通

貨

の
入
手

原
因

の
差

異

を
問

わ
ず

、

そ

の
刑

を
偽

造

・
変
造

の
法
定

刑

と
同

じ

と

し
た

の
は
、
行

使

そ
れ

じ

た

い
の
通

貨

に
対
す

る
公

共

の
信

用

を
害

す

る
程
度

に
何

ら
差

異

は
な

い
と
考

え

た

か
ら

で
あ

ろ
う
・

そ

の

う
、兄
で
、
入
手
原
因

の
糞

は
そ
れ
じ
た

い
独
自

の
問
題
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
、

い
ず
れ

の
草
案
も
偽
造

・
変
造
お
よ

び
収
得

の
罪
を
独
立

に
規
定
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
行
使
そ
れ
じ
た
い
が
公
共

の
信
用

に
危
険
を
も

た
ら
す
も

の
と
し
て
、
そ

の
原
因
を
問
わ
な

い
行
使

罪
を
明
治
三
四
年

案
が
規
定

し
た
も

の
だ
と
す

る
と
、

こ
の
規
定

は
収
得

し
た
者

に
よ
る
行
使

の
場
合

に

つ
い
て
積
極
的
な
意
味
を
も

つ
も

の
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
偽
造

.
変
造
し
た
者

の
行
使
罪
を
規
定

し
な
か

っ
た
明
治

一
天

年
案
等
が
そ

の
行
使
を
全
く
不
問

に
付
す
と

い
う

の
で
は

な
く
、
偽
造

.
変
造

に
対
す

る
広

い
法
定
刑

の
範

囲
内

で
処
断

で
き

る
と
す

る
趣
旨

で
あ

っ
た

こ
と
、

そ

の
法
定
刑
も
・
明
治

ご
八
年
案

以
降
、
そ

の
警

・
に
変
更
を
要
す

る
ほ
ど

の
大
き

な
変
更

は
な
く
、
む
し
ろ
最
終
草
案
と
明
治

二
八
年
案

は
全
く
同
じ
法
定
刑
を
定

め
て

い
た
.、
と
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
明
塗

西

年
案
等

は
そ

の
趣
旨
を
継
承
し
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き

よ
う
・
そ

の
意

味

に
お

い
て
は
・
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偽
造

.
変
造
し
た
者

の
行
使

ξ

い
て
は
、
明
治
三
四
年
案
簿

こ
れ
を

こ
と
さ
ら
規
定
す

る
必
要

は
な

か

っ
た
と
も

い
・勇

の
で
あ

る
。

偽
造

.
変
造
罪

の
刑
と
行
使
罪

の
刑
が
同

一
で
あ

る
こ
と
も
、

こ
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

し
か
し
・

こ
れ

に
対

し
て
、
収
得

し
た
者

の
行
使

に
つ
い
て
は
、

明
治

二
八
年
案
等

の
定

め
て
い
た
収
得
行
使

に
関
す
る

一
〇
年
以
下

の
懲
役
と

い
う
刑
を
偽
造

・
変
造

し
た
者

の
行
使

の
刑

に
合
わ
せ
る
必
要
性
が
生
じ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
れ

は
、
偽
造

.
変
造
し
た
者

の

行
使

と
同
じ
程
度

に
お
い
て
、
通
貨

に
対
す

る
公
共

の
信
用
を
害
す

る
行
為

で
あ
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
行
使
罪
を
独
立

に
規
定
す

る
積
極
的
な
契
機
が
あ

っ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。
行
使
罪
を
独
立

に
規
定
し
た
狙
い
は
、
収
得
し
た
者

に
よ
る
行
使
を
偽
造

.

変
造

し
た
者

の
行
使

に
対
す

る
刑
と
同
じ
程
度

に
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と

に
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

行
使
罪
を
独
立

に
規
定
す

る
こ
と

に
な

っ
た
経
緯
が

こ
の
よ
う
な
も

の
だ
と
す
る
と
、

偽
造

.
変
造
し
た
者
が

こ
れ
を
行
使
し
た
場
A
口

に
は
・
偽
造

.
変
造
罪
を
併
合
罪
と
す

る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
形

に
お
い
て
、

こ
れ
を

一
罪
と
し
て
処
断
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
た
も

の
と

い
え
よ
う
。

こ
の
こ
と

は
、
妾

関
係
者

で
あ
る
磯
部
博
士
が
偽
造

.
変
造
収
得
し
た
者
が

.」
れ
を
行
使
し
た
場
盒

、
瞭
)

得

罪
と
行
使
罪

の
二
罪
が
成
立

し
、
五
四
条

の
科
刑
上

一
罪

の
規
定

を
適
用
す
べ
き

で
あ

る
と
し
て
い
た
こ
と

か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ

る
。

そ

の
意
味

に
お
い
て
、
現
在

の
判
例

・
通
説
が

こ
の
場
合
を
牽
連
犯
と
し
て
処
断
し
て
い
る

の
は
、
そ

の
立
法
趣
旨

に
A
口
致
す

る
も

の
と

い
え
よ
う
。

二

〔
交
付
罪
〕

旧
刑
法

は
、
他
人

に
行
使
さ
せ
る
目
的
で
、

そ

の
情
を
明
ら
か
に
し
て
偽
造

.
変
造
通
貨
を
交
付
す

る
こ
と

に
関
す

る
処
罰
規
定
を
お
か
ず
、

せ
い
ぜ

い
偽
造

・
変
造
通
貨
知
情
取
受
行
使

・
未
行
使
罪

(
唄
九
〇
条
)
の
共
犯
と
す

る
余
地
が
あ
る
に
す
ぎ
な

か

っ
た
。

旧
刑
法

の
枠
組
を
維
持

し
て
い
た
明
治

二
三
年
案

は
も
ち
ろ
ん
、
現
行
刑
法

へ
の
基
本
的
方
向
を
確
立

し
た
明
治
二
八
年
案

な
ら
び

に

そ
れ
以
降

の
各
草
案
も
、
交
付
罪
を
規
定
す

る
こ
と

は
な

か

っ
た
。

こ
れ
が
規
定
さ
れ
た

の
は
、
最
終
草
案
を
目
前

に
し
た
明
治

三
九
年

274<5zz)



現行 「通貨嬬造 ノ罪」規定の成立過程

案

に
お
い
て
で
あ

る

(
圃
五
九
条
二
項
)
。

こ
れ
が
明
治
四
〇
年
案
を
経

て

(
畔
四
九
条
二
項
)
、
現
行
法
と
な

っ
た

の
で
あ

る
α

も

し
、
交
付
罪
を
規
定
し
な
い
と
す
る
と
、
行
使
さ
せ
る
目
的

で
偽
造

・
変
造
通
貨
を
交
付
す

る
行
為

に
つ
い
て
は
・
旧
刑
法

に
お
け

る
と
同
じ
よ
う
に
、

せ
い
ぜ

い
行
使
罪

の
教
唆
犯

・
幣
助

犯
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ

る
に
す
ぎ

な
い
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
・
交
付
者

に
行
使
罪

の
教
唆
犯

.
轄
助
犯
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、
受
交
付
者

に
よ
る
行
使
行
為
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
が
認

め
ら
れ
な

い
と
き

は
・

交
付
者

に
行
使
罪
の
教
唆
犯

.
幕
助
犯

は
成
立
し
な
い
。
本
罪
は
、

ま
さ

に
こ
の
よ
う
な
場
合
を
も
処
罰
す

る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も

の

で
あ

る
。
磯

部
博

士
璽

「
行
使

ノ
目
的

ヲ
以

脚ア
人

二
交

附

ス
ト

ハ
行
使

ノ
共

犯
者

を
以

テ
論

ス
ル

ヲ
得

サ

ル
場

ム
・
ヲ
指

シ

タ

ル
モ

ノ
」

で
あ

る
と
さ
れ

て
い
た
。
行
使
罪

の
独
立
教
唆

.
幕
助

に
関
す
る
規
定

で
あ

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
受
交
付
者
が
行
使

し
な
か

っ
た
場
合
に
も
、
交
付
罪

の
既
遂

が
成
立
し
、
ま
た
、
受
交
付
者
が
行
使
し
た
場
合

に
も
、
交
付
行
為

は
す

で
に
評
価

さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
行
使
罪

の
教
唆
犯

・
幕
助
犯
は
成
立
し
な
い
と
い
う

こ
と

に
な
る
。

立
法
者
が
受
交
付
者

に
よ
る
行
使
行
為
と

は
独
立
に
、
交
付
行
為

じ
た
い
の
処
罰

の
必
要
性
を
感

じ
た
の
は
、
「
偽
造
・
攣
造

ノ
通
貨
・

銀
行
券

ヲ
鶏

シ
又

ハ
他
人

ヲ
シ
一ア
行
使

セ
シ
ム
ル
爲

メ
之

ヲ
他
人

二
授

ク
ル
蓼

肇

二
震

ス
ル
ノ
必
琴

ル
ヲ
以
テ
」

で
あ

る
と

さ

れ

て

い
る
。

三

〔
輸
入
罪
〕

難

.
変
造
通
購

輸
入

に
つ
い
て
は
、
旧
刑
法
も
処
罰
規
定
を
お
い
て
い
た

(
天

九
条
)
.
し
か
し
、
明
文
上

は

行

使

目
的

を
要
件

と

し

て

い
な

か

っ
た
。

明

治

二
三
年
案

も

、

旧
刑

法

と

同

じ
く
、

輸

入
罪

を
規
定

し

て

い
た
が

(
一
=

六
条
)
、

行

使

目
的

は
そ

の
要

件

と

し
な

か

っ
た
。

こ
の

よ
う

に
、
行
使
目
的
要
件

を
明
示
し
な

い
こ
と
は
、
明
治

二
八
年
案

か
ら
明
治
三
三
年
案

ま
で
維
持
さ
れ
て

い
強

も

っ
と
も
・
輸

入
罪

儲

成
立

の
た
め
に
、
行
筈

的

を
必
要
と
し
な

い
と
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
偽
造

・
変
造
罪

に
そ

の
要
件
が
付

さ
れ

て
い
る
こ
と
と

の
権
衡

%

上
、
必
要

で
あ

る
と

「
轟

セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」

と
さ
れ

て
い
蜷



輸
入
羅

「
行
使

ノ
目
的
」
を
要
件
と
す

る
.」
と
を
明
示
し
訪

隆

削
項

に
述

べ
た
行
使
を
規
定
す

る
よ
う

に
な

っ
た
明
治
三
四
年

お

案

に

お

い

て

で
あ

る

(
一
七

三
条
)
。

そ

の
後

、

各

草

案

に
継

承

さ

れ

、

現

行

法

へ
と

至

る

こ
と

に
な

る

。

2鋤(

(
1
)

旧
刑
法

一
八
九
条
は

「偲
造
愛
造
の
貨
幣
ヲ
内
國

二
輸
入
シ
タ
ル
者
」
と
規
定
し
て
い
る
た
め
、
単
に
輸
入
行
為
だ
け
を
定
め
、
輸
入
行
使
行
為
に
つ
い
て
は
何
も

定
め
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
刑
が

「
儒
造
攣
造
ノ
刑

二
同
シ
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
は
輸
入
し
て
行
使
す
る
行
為
も
予
定
さ

れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
単
に
輸
入
し
た
者
の
刑
は

一
八
六
条

一
項
前
段
の

「儒
造
愛
造
巳
に
成
テ
未
タ
行
使
セ
サ
ル
者
」
の
刑
に
同
じ
で
あ
り
、
輸
入
し
て
行

使
し
た
者
の
刑
は

一
八
二
条
等
の

「
儒
造
シ
テ
行
使
シ
タ
ル
者
」
・
「
攣
造
シ
テ
行
使

シ
タ

ル
者
」
の
刑
に
対
応
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
高
木
豊
三

.
前
掲
書
五
二

六
頁
以
下
・
著
者
不
明
(警
視
晦
蔵
版
Y

前
掲
書
四
〇
四
頁
以
下
、
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
四
七
頁
、
宮
城
浩
藏

.
前
掲
刑
法
書
二
五
九
頁
、
亀
山
貞
義

.
前
掲
書

一
九
七
頁
以
下
、
勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
四
四
二
頁
以
下
。

こ
れ
に
対
し
て
、
田
中
宗
雄

・
前
掲
書
六
二
丁
。

な
お
、
旧
刑
法

一
八
九
条
が
輸
入
し
て
行
使
す
る
行
為
も
予
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
輸
入
し
た
者
の
行
使
前
自
首
に
関
す
る
刑
の
免
除
規
定
か
ら
も
推
定
で
き
る
。

(
2
)

こ
れ
に
つ
い
て
、
右
注
(
1
)
参
照
。

(
3
)

明
治
二
八
年
案

一
八
九
条
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
三
条
。

(
4
)

明
治
三
三
年
案

一
八

一
条

一
項
。

(
5
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
書

一
二
三
頁
。

(
6
)

明
治
二
八
年
案

一
九

一
条
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
五
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八
二
条
。

(
7
)

明
治
三
五
年
A
案

一
七
三
条

一
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七
二
条

一
項
、
明
治
三
九
年
案

一
五
九
条
二
項
、
明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条
二
項
。

(
8
)

後
述
、
本
章
第
五
節
参
照
。
な
お
、
単
に
行
使
罪
と
し
て
論
じ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
吉
田
常
次
郎

「
通
貨
偽
造
罪
」
刑
事
法
講
座
七
巻

一
四
五
〇

頁
。

(
9
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三
〇
九
頁
。

(
10
)

明
治
四
〇
年
案
理
由
書
一
=

八

一
頁
。
さ
ら
に
、
田
中
正
身

・
前
掲
書
四
九
六
頁
以
下
。

(
11
)

通
貨
偽
造
罪
の
未
遂
形
態
で
あ
る
偽
造

・
変
造
じ
た
い
の
罪
に
行
使
目
的
を
必
要
と
す
る
も
の
は

(前
述
、
本
章
第

一
節
注

(
3
)
、
(
4
)
参
照
)
、
お
そ
ら
く
こ
こ

で
も
こ
れ
を
必
要
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
必
要
性
を
明
言
す
る
も
と
と
し
て
、
勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
四

一
六
頁
。



こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
博
士
は
、
輸
入
罪
の
目
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
総
則
の
観
念
の
み
を
応
用
し
て
容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
行
使
目
的
の
要

否
を
論
じ
る
ま
で
も
な
い
と
さ
れ
る
。
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
三
〇
頁
。

(
12
)

明
治
二
八
年
案

一
九

削
条
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
五
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八
二
条
。

(
13
)

明
治
三
〇
年
案
解
説
轡

=

二

頁
以
下
。

(
14
)

明
治
三
五
年
A
案

一
七
三
条
二
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七
二
条

二
項
、
明
治
三
九
年
案

一
五
九
条
二
項
、
明
治
四
〇
年
案

一
四
九
条

二
項
。

現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

第

三
節

外
国
通
貨
偽
造

・
変
造
罪

第

一
四
九
条

一
項

本

項
は
、

旧
刑
法

一
八
三
条

お
よ
び

一
八
四
条

の
規
定
を
合
し
・
こ
れ
を
修

正
し
た
も

の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
御
～

し
か
し
さ
ら
に
、

旧
刑
法

一
八
六
条

一
項
前
段
を
修
正
し
た
も

の
で
あ

る
こ
と

に

つ
い
て
は
、
前
条

一
項
の
場
合
と
同
様

で
あ

る
。

一

〔
行
使
目
的
〕

「
貨
幣

ヲ
偽
造

ス
ル
罪
」

の
基
本
行
為
を
偽
造
行
使

・
変
造
行
使
と
し
た
旧
刑
法

は
、

外
国
通
貨

に
対
す
る
場
合

も
、
内
国
通
貨

の
場
合
と
同
じ
く
、
偽
造

・
変
造

じ
た
い
は
そ

の
未
遂
形
態
と

し
、

そ
れ
ぞ
れ
偽
造
行
使

ま
た
は
変
造
行
使

に
対
す

る
刑

に
照

ら
し
て

一
等
を
減

じ
る
と

し
て

い
た
(
一
八
六
条

「
項
前
段
、

一
八
三
条
、

一
八
四
条
)
。
偽
造

・
変
造

の
未
遂
形
態
と
し
て
の
偽
造

・
変

造
が
通
貨

に
対
す

る
信
用
を
害
す
る
罪

で
あ

る
こ
と

は
明
ら

か
で
あ
る
。

こ
れ

に
対

し
て
、
偽
造

・
変
造
じ
た

い
を
そ

の
基
本
的
行
為
と

(
2

)

し
、
行
使
罪
と

は
別
個
独
立

の
罪
と
し
て

処
罰
す

る
も

の
と
し
た

現
行
法
は
、

「
行
使

ノ
目
的
」

を
明
文
上
そ

の
要
件
と
す
る
こ
と
に
よ

(
3
)

り
、
そ
れ
が
通
貨

に
対
す

る
信
用
を
害
す
る
罪

で
あ

る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。

二

〔
偽
造
と
変
造

の
法
定
刑
〕

旧
刑
法
は
、
外
国
通
貨

の
偽
造
行
使
と
変
造

行
使

の
刑

に
差
を
設
け
て
い
た
た
め
、

こ
れ

に
応

じ
て
、

(
4

)

そ
の
未
遂
形
態
と
し
て
の
偽
造
と
変
造

に
対
す
る
刑

に
も
差
異
が
あ

っ
た
が
、
本
項

は
そ
の
区
別
を
し
な

い
こ
と

に
し
た
。

明
治

二
三
年
案

は
、

旧
刑
法
と
同
様

の
態
度
を
示
し
て
い
た
が

(
二

一
五
条
前
段
、
二

「
二
条
～
二

圃
四
条
)
、

行
使
を
偽
造

・
変
造
罪

の

(
5

)

要
素
と
し
な

い
明
治

二
八
年
案
以
降

の
各
草
案

は
、

一
貫

し
て
こ
の
区
別
を
し
な

い
も

の
と
し
た
。
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本

項

の
刑

は
前

条

一
項

の
刑

よ
り
軽

い
も

の
と

さ
れ

て

い
る
が

、

こ
れ

は
強
制

通
用

力

を
も

つ
も

の
に
対
す

る
場
合

と
、

事
実

上
流

通

す

る

に
す

ぎ

な

い
も

の
に
対

す

る
場

合

の
信

用
を
害

す

る
程
度

に
差

が

あ

る
と

考
え

ら
れ

た
た

め

で
あ

ろ
う
。

こ
れ

に

つ
い
て
、
磯

部
博

士

は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

て

お
ら
れ

る
。

「
刑

罰

ヲ
輕

ク

シ
タ

ル

モ

ノ

ハ

蓋

シ
外

國
獲

行

ノ

モ

ノ

ニ
封

ス
ル
罪

ハ
内
國

発

行

ノ

モ
ノ

ニ
比

(
6

)

シ
其
害

輕

少

ナ
リ

ト
認

メ
タ

ル

ニ
由

ル
」
。
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(
1
)

四
〇
年
案
理
由
書
二
一
八

一
頁
。
さ
ら
に
、
明
治
三
三
年
案
参
考
書
第
八
章
五
頁
、
明
治
三
四
年
案
参
考
書

一
四
五
頁
、
明
治
三
五
年
A
案
参
考
書

一
五
〇
頁
、
明

治
三
五
年
B
案
参
考
書

一
四
六
頁
。

(
2
)

前
述
、
第

一
章
第

一
節
参
照
。

(
3
)

本
章
第

一
節

一

〔行
使
目
的
〕
の
項
参
照
。

明
治
三
三
年
案
か
ら
三
五
年
B
案
ま
で
の
各
草
案
は
同

一
条
文
の

一
項
に
行
使
目
的
を
明
示
す
る
通
貨
偽
造
罪
を
、
外
国
通
貨
偽
造
罪
を
二
項
に
規
定
し
て
い
た
た

め
・
二
項
で
は
行
使
目
的
を
明
示
し
な
か

っ
た

(明
治
三
三
年
案

一
八

一
条
二
項
、
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条

二
項
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
五

年
B
案

一
七

一
条
二
項
)
。

一
項
を
受
け
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

明
治
三
五
年
A
案
に
対
し
、
第

一
六
回
貴
族
院
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

や
は
り
こ
れ
を
明
示

す

べ
き
で
あ
る
と
の
修
正
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

(
高
橋
治
俊
11
小
谷
二
郎

.
前
掲
書

一
〇
九
四
頁
以
下
)。

(
4
)

本
章
第

一
節
二

〔
偽
造
と
変
造
の
法
定
刑
〕
の
項
参
照
。

(
5
)

し
か
し
、
各
草
案
に
お
け
る
法
定
刑
に
は
変
遷
が
あ
っ
た
。
二

年
以
上
ノ
有
期
懲
役
」
(明
治
二
八
年
案

一
九
〇
条
、
三
〇
年
案

一
九
四
条
)
、
「
有
期
懲
役
」
(
明
治

三
三
年
案

一
八

一
条
二
項
)
、
「
三
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
」
(
明
治
三
四
年
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七

一
条
二
項
)
、

「
二
年
以
上
ノ
有
期
懲
役
」
(
明
治
三
九
年
案

一
六
〇
条

一
項
、
明
治
四
〇
年
案

一
五
〇
条

一
項
)。

旧
刑
法
に
お
い
て
は
、
外
国
金
銀
貨

・
銀
行
券
の
偽
造
行
使
は
有
期
徒
刑

(
一
八
三
条

一
項
、

一
八
四
条
)
、
偽
造
は
重
懲
役

(
一
八
六
条

一
項
前
段
)
で
あ
る
の
に

対
し
、
変
造
行
使
は
重
禁
鋼

(
一
八
三
条
二
項
、

一
八
四
条
)
、
変
造
は
六
月
以
上

一
年
三
月
以
下
の
重
禁
鋼

(
一
八
六
条

一
項
前
段
)
で
あ

っ
た
。

(
6
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三

=

頁
。
さ
ら
に
、
第
二
章
第
三
節
参
照
。

第
四
節

偽
造

・
変
造
外
国
通
貨
行
使

.
交
付

.
輸
入
罪



現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

第

一
四
九
条

二
項

本
項
は
、
偽
造

・
変
造
外
国
通
貨

の

「行
使
」
、
「
交
付
」

お
よ
び

「輸

入
」

の
各
行
為
を
処
罰
す
る
も

の
と
し
、

そ

の
法
定
刑
を
同

一
の
も

の
と
し
た
。

一

〔
行
使
罪
〕

旧
刑
法

は
、

こ
こ
に
お
い
て
も
、
偽
造

・
変
造
外

国
通
貨

の
行
使

じ
た

い
は
処
罰

せ
ず
、
偽
造

・
変
造

し
て
行
使
す

る
行
為

(
天

三
条

天

四
条
×

輸

入
し
て
行
使
す

る
行
為

(
天

九
亀

偽
造

.
変
造

の
情
を
知

っ
て
レ」
れ
を
取
受
し
て
行
使
す
る
行

為

(
一
九
〇
条

一
項
)
を
処
罰
す

る
も

の
と
し
、
行
使

の
前
提
と
な

る
行
為

の
性
質
お
よ
び
通
貨

の
種
類

に
よ
り
、
そ

の
法
定
刑
を
細
か
く

区
別
し
て

い
た
。
行
使

の
前

提
と
な
る
行
為
が
取
受

の
場
合

は
、
他

の
場
合
よ
り
そ

の
法
定
刑
を
軽
く

し
て
い
た
。

改
正
作
業
当
初

の
明
治

一
一
三
年
案
も
、
基

本
的

に
は
旧
刑
法
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
り
、
外
国
通
貨
を
偽
造

・
変
造

し
て
使
用
す

る
行

為

(
二

=

一条
～
二

噌
四
条
)
、
偽
造

・
変
造
外
国
通
貨
を
輸

入
し

て
使
用
す

る
行
為

(
一
=

六
条
)
、
偽
造

・
変
造

に
関
与

し
な

い
者

の
使
用

行
為

(
二

一
五
条
後
段
)
を
処
罰
す
る
も

の
と
し
、

偽
造

・
変
造

不
関
与
者

の
使
用
罪

の
法
定
刑

は
偽
造

・
変
造
使
用

の
場
合
よ
り
軽

い
も

の
と
し
て

い
た
。
偽
造

・
変
造
外
国
通
貨
輸
入
使
用
罪
を
明
文
化
し
た
点
が
旧
刑
法
と
異
な
る
。

し
か
し
、
外
国
通
貨

の
偽
造

・
変
造
じ
た
い
を
処
罰

の
対
象
と
し
、
現
行
刑
法

へ
の
基
本
的
方
向
を
確
立
し
た
明
治

二
八
年
案
も
、
偽

造

.
変
造

・
輸
入

し
た
者

の
行
使

は
規
定

せ
ず
、
行
使
目
的

で
収
得

し
た
者

の
行
使
行
為

の
み
を
規
定
す

る
だ
け

で
あ

り
(
唄
九
二
条
後
段
)
、

現
行
法
と

の
間

に
は
、

ま
だ
大
き

な
隔
た
り
が
あ

っ
た
。

こ
れ
が
そ

の
ま
ま
明
治

三
〇
年
案
と
な
り

(
一
九
六
条
後
段
)
、

こ
れ
に
若
干

の

(
2

)

修
正
を
施
し
た
も

の
が
明
治
三
三
年
案
と
な

っ
た

(
肖
八
三
条
後
段
)
。

偽
造

.
変
造
外
国
通
貨

に

つ
い
て
も
、
偽
造

・
変

造

・
輸
入
し
た
者

に
よ
る
行
使
が
処
罰

の
対
象
と
な
る
の
は
、
明
治
三
四
年
案
以
降

(
3

)

(
4

)

の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
刑
は
、
や

は
り
、
偽
造

・
変
造

罪
の
刑

に
同
じ
と
さ
れ
て
い
る
。

行
使
罪
を
独
立

に
規
定
し
た
積
極
的
意
味
、

お
よ
び
外
国
通
貨
偽
造

・
変
造
-
行
使

の
罪
数

問
題

に
つ
い
て
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨
行

(
5

)

使
罪

の
場
合
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
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二

〔
交
付
罪
〕

旧
刑
法
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨
交
付
罪

の
場
合
と
同
様

に
、
他
人

に
行
使
さ
せ
る
目
的

で
、
偽
造

.
変
造
外
国
通
貨

を
交
付
す

る
行
為

に
関
す

る
処
罰
規
定
を
お
か
ず
、

せ
い
ぜ

い
偽
造

・
変
造
外
国
通
貨
知
情
取
受
行
使

・
未
行
使
罪

(
一
九
〇
条
)
の
共
犯

と

し
て
論
じ
る
余
地
が
あ

る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

ま
た
、
明
治

二
三
年
案

か
ら
明
治
三
五
年

B
案
ま
で
の
各
草
案
も

こ
れ
を
規
定

し
よ
う
と

は
せ
ず
、
明
治

三
九
年
案

に
至

っ
て
初

め
て
、

偽
造

●
変
造
外
国
通
貨
交
付
罪
が
規
定
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た

(
一
六
〇
条
二
項
)
。

こ
れ
が
、
そ

の
ま
ま
明
治
四
〇
年
案
と
な
り

(
H
五
〇

(
6

)

条
二
項
)
、

現

行
規

定

と
な

っ
た
も

の
で
あ

る
。

三

〔輸

入
罪
〕

偽

造

・
変

造
外

国
通

貨
輸

入
罪

に

つ
い
て

は
、

旧
刑

法
も

こ
れ

を
規

戦

し

て

い
た
が

(
一
八
九
条
)
、
行

使

目
的

は
明

(
7

)

文

上

の
要

件

と

は
し
な

か

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
、

行
使

目
的

を
要

件

と

し
て
明

示

し
な

い

の
は
、

明

治

二
三
年
案

か

ら
明

治

三

三
年

案

ま

で

の
各
草

案

に

つ
い
て
も

、

同

様

で
あ
砲

し
か
し
・
少

な
く
と
も
・
明
治

二
八
年
案
以
降

の
各
草
案

に
つ
い
て
は
、
解
釈
上
当
然
必
要
と
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
理
解

さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
菊

偽
造

.
変
造
外
国
饗

輸

入
罪
に

「行
使

ノ
晶

」

要
件
姦

示
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
は
、
明
治

三
四
年

(
10

)

案

に
お

い
て

で
あ

る

(
一
七
三
条
)。

こ
れ
が

各

草
案

に
継

承

さ
れ
、

本

項

へ
至

る
こ
と

に
な

る
。
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(
1
)

本
章
第
二
節
注
(
1
)
参
照
。

(
2
)

こ
れ
ら
の
草
案
が
偽
造

・
変
造

・
輸
入
し
た
者
の
行
使
罪
を
規
定
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
も
偽
造

.
変
造

.
輸
入
罪
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
本
章
二

〔行
使
罪
〕
の
項
参
照
。

(
3
)

明
治
三
四
年
案

一
七
三
条
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
三
条

一
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七
二
条

一
項
、
明
治
三
九
年
案

一
六
〇
条
二
項
明
治
四
〇
年
案

一
五
〇
条
二

項
。

(
4
)

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
本
章
二

〔行
使
罪
〕
の
項
参
照
。

(
5
)

本
章
第
二
節

一

〔行
使
罪
〕
の
項
参
照
。



(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

そ
の
立
法
趣
旨
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨
交
付
罪
の
場
合
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
本
章
第
二
節
二

〔交
付
罪
〕
の
項
参
照
⇔

行
使
目
的
の
要
否
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
、
本
章
第
二
節
注
(
10
)
参
照
。

明
治
二
三
年
案
二

一
六
条
、
明
治
二
八
年
案

一
九

一
条
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
五
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八
二
条
。

本
章
第
二
節
三

〔輸
入
罪
〕
の
項
参
照
。

明
治
三
五
年
A
案

舶
七
三
条
二
項
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七
二
条
二
項
、
明
治
三
九
年
案

一
六
〇
条
二
項
、
明
治
四
〇
年
案

一
五
〇
条
二
項
。

現行 「通貨儒造 ノ罪」規定の成立過程

第
五
節

偽
造

・
変
造
通
貨
収
得
罪

第

一
五
〇
条

旧
刑
法

は
、
偽
造

・
変
造

通
貨

を

「
取
受

シ
之

ヲ
行
使
」

す

る
行
為
を
処
罰
す

る
と
し
た

う

え

で

(
一
九
〇
条

一
項
)
、

そ

の
未
遂

形
態

で
あ

る

「棊

タ
行
使

セ
サ

ル
」

行
為
を
未
行
使
罪
と
し
て
規
定

し
た

(同
二
弼
W
・

こ
れ
に
対
し
て
・

現
行
法

は
・

「行

使

ノ
目
的
」

を

要
件

と
す

る
収
得

じ
た

い
を

独

立

の
犯

罪

と

し

て
直

接

的

に
規

定

す

る

こ
と

に
し

た
。

行

使

に
至

ら
な

い
収
得

じ

た

い
を

処
罰

す

る

こ
と

に
し
た

の
は
、

「畢

寛
害

悪

ヲ

未

然

二
防
止

セ

ソ
ト

ス

ル

ノ

趣

旨

二
外

ナ
ラ

サ

ル

へ

(
2

)

シ
」

と
い
う
こ
と
に
よ

る
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
限
り
で
は
、
旧
刑
法

の
取
受
未
行
使
罪

の
趣
旨
と
異
な
る
も

の
は
な

い
で
あ

ろ
う
。
収

得

じ
た
い
を
独
立

の
犯
罪
と
し
て
規
定
し
た
積
極
的
な
意
味

は
、
通
貨
偽
造
罪

の
基
本
行
為

に
行
使
を
必
要
と
し
な

い
現
行
法

の
基
本
的

態
度
と
、
原
因
を
問
わ
な

い
行
使
罪

(
『
四
八
条
二
項
、

肖
四
九
条
二
項
)
を
独
立

に
規
定
し
た
点

に
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

偽

造

・
変
造
通
貨

「収
得
」
行
為

の
処
罰
規
定

は
、
明
治
二
八
年
案
以
降

の
各
草
案
が
定

め
る
も

の
で
あ

つ
㌣

)
明
治
二
三
年
案

三

五
条
後
段

は
、

旧
刑
竺

九
〇
委

受
け

た
も

の
だ
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
搬

)
単

に

「
備
造
攣
造

眞

セ
ス
シ
テ
之

ヲ
使
用

シ
タ

ル
」

行
為

を
処
罰
す
る
に
す
ぎ
な

い
た
め
、
収
得

じ
た
い
の
処
罰
規
定

は
欠
く
と

い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

本
条

は
収
得

じ
た
い
の
処
罰
規
定

で
あ
る
た
め
、
収
得

し
た
偽
造

・
変
造
通
貨
を
行
使
し
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
本
罪
と
行
使
罪

の
二

罪
が
成
立
し
、

一
罪
と

し
て
処
断
す

べ
き

こ
と

は
立
法
当
時
か
ら
予
定

さ
れ
て

い
る
も

の
で
あ

っ
た
。
磯
部
博

士
は
、
次

の
よ
う

に
述
べ

(529281



て
お

ら
れ

た
。

「
本

罪

ハ
収

得

ノ
行

為

ノ
ミ
ヲ
罰

ス

ル
規

定

ニ
シ
テ
之

二
因

リ

テ

収

得

シ
タ

ル
物

ヲ
行

使

シ

タ

ル
ト

キ

ハ

本

罪

ト
前
條

ノ

(
5

)

罪

ト
ノ
ニ
罪

ヲ
構
成

シ
第
五
十
四
條

二
依

リ
前
條

ノ
刑

ヲ
以
テ
罰

セ
ラ
ル

ヘ
シ
」
。

な
お
、
本
条

に
い
う
偽
造
、
変
造

の

「
貨
幣
、
紙
幣
又

ハ
銀
行
券
」
が
通
用

の
も

の
と
内
国

に
流
通
す

る
外
国

の
も

の
の
両
者
を
含
む(6
)

こ
と
は
、
第

二
三
回
衆
議
院
特
別
委
員
会

に
お
け
る
明
治

四
〇
年
案

一
五

一
条
、

一
五
三
条
を
め
ぐ

る
質
疑

の
な

か
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

2$2{X30}

 

(
1
)

旧
刑
法
編
纂
過
程
に
お
け
る
刑
法
草
案
第

一
稿
以
前
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
諸
草
案
の
う
ち
、
そ
の
第

一
案
に
は
、
こ
の
よ
う
な
未
行
使
罪
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
か

っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
第
二
案
は
、
金
銀
貨
等
の
贋
造
等
に

「現

二
與

セ
ス
ト
錐

モ
」
そ
の
情
を

「知
リ
故
ラ
ニ
之
ヲ
使
行
シ
タ
ル
者
」
を
処
罰
す
る
と
し
た
う
え

(
第

五
章
第

一
節
五
条
～
七
条
)
、
「
使
行
セ
ン
ト
シ
テ
遂
ケ
サ
ル
者
」
を
も
処
罰
す
る
も
の
と
し
た
(
同
九
条
)
。
そ
の
理
由
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
蟹
造
等
に
与
し
な
い
者

の
使
行
罪
の
未
遂
は
、
贋
造
罪
の
未
遂
と
は

「
全
ク
其
性
質

二
異
ル
所
ア
リ
故

二
此
條

二
特
書
シ
タ
リ
」
と
し
て
い
る

(早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

.
前
掲
書

第
π
分
冊

一
〇
八

一
頁
)
。

刑
法
草
案
第

一
稿
も
同
第
二
稿
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
の
仕
方
を
し
た
が

(順
次
、
二
二
九
条
、
二
三
〇
条
、

一
一三
三
条
)
、

知
情
行
使
罪
の
趣
旨
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
取
受
の
用
語
を
付
け
加
え
る
べ
し
と
さ
れ

(
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
前
掲
書
第
H
分
冊

一
=

四
頁
)
、
日
本
刑
法
草
案
に
お
い
て
は
、

「情
ヲ
知
テ
儒
造
攣
造
ノ
貨
幣
ヲ
取
受
シ
テ
行
使
シ
タ
ル
者
」、
「其
未
タ
行
使

セ
サ
ル
者
」
を
処
罰
す
る
も
の
と
し
た

(
二
二
三
条
)
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
各
草
案
が

「
使
行

セ
ン
ト
シ
テ
遂
ケ
サ
ル
者
」
と
し
、
行
使
の
着
手
を
要
求
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
刑
法
草
案
は

「
其
未
タ
行
使
セ
サ

ル
者
」
と
し
て
、

情
を
知
り
な
が
ら
取
受
す
る
こ
と
じ
た
い
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た

(
な
お
、

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(
訳
者
不
明
)
.
前
掲
書
二
五
頁
以
下
参

照
)。

こ
れ
は
、
刑
法
草
案
審
査
局
の
審
査
に
お
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
、
(
刑
法
草
案
修
正
稿
本

一
九
二
条
、
刑
法
草
案
修
正
第
二
稿

一
九
〇
条
)
、
こ
れ
に
表

現
上
の
修
正
を
加
え
た
も

の
が
刑
法
審
査
修
正
案

一
九
〇
条
と
な
り
、
旧
刑
法

一
九
〇
条
と
な

っ
た
。
各
種
草
案
に
つ
い
て
は
、
第

一
章
第
二
節
注
(
3
)
、
(
4
)
参
照
。

(
2
)

田
中
正
身

・
前
掲
書
五
〇
七
頁
。

(
3
)

明
治
二
八
年
案

一
九
二
条
前
段
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
六
条
前
段
、
明
治
三
三
年
案

一
八
三
条
前
段
、
明
治
三
四
年
案

一
七
四
条
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
四
条
、

明
治
三
五
年
B
案

一
七
三
条
、
明
治
三
九
年
案

一
六

一
条
、
明
治
四
〇
年
案

一
五

一
条
。

(
4
)

明
治
二
三
年
案
説
明
書

一
〇
七
頁
。

(
5
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三

一
一
頁
。
さ
ら
に
、
本
章
第
二
節

〔行
使
罪
〕
の
項
参
照
。
な
お
、
単
に
行
使
罪
と
し
て
処
断
す
る
の
が
正
当
と
す
る
も

の
と
し
τ
、
吉
田

常
次
郎

・
前
掲
論
文

一
四
五
二
頁
。



(
6
)

高
橋
治
俊

11
小
谷
二
郎

.
前
掲
書

一
九
五
〇
頁
。
な
お
、
外
国
通
貨
は
含
ま
れ
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、
滝
川
幸
辰

・
刑
法
各
論

一
九
五

一
年
二
三
八
頁
。

現行 「通貨儒造 ノ罪」規定の成立過程

第
六
節

通
貨
偽
造
等
未
遂
罪

第

一
五

一
条

本
条

は
、
通
貨
偽
造

・
変
造
未
遂
、
偽
造

・
変
造
通
貨
行
使

・
交
付

・
輸
入
未
遂
、
偽
造

・
変
造
通
貨
収
得
未
遂

に
関

す

る
処
罰
規
定

で
あ
る
。

一

〔
偽
造

.
変
造
未
遂
罪
〕

通
貨
偽
造

・
変
造
未
遂

に

つ
い
て
は
、

通
貨
偽
造

罪
の
基

本

行

為

に
行
使
を
必
要
と
し
た
旧
刑
法
も
、

偽
造

.
変
造

の

「
未

タ
成

ラ
サ
ル
」

場
合
と
し
て
、

こ
れ
を
処
罰
す

る
も

の
と
し
て
い
た
(
一
八
六
条

一
項
後
段
)
。
同
じ
く
通
貨
偽
造
罪
の

基
本
行
為

に
行
使
を
必
要
と
し
た
明
治

二
三
年
案

は
も
ち
ろ
ん

(
輔
=

七
条
、
禰
=

二
条
～
幅
=

四
条
)
、

現
行
通
貨
偽
造
罪
の
基
本
行
為

の

方
向
を
確
立
し
た
明
治

二
八
年
案
以
降

の
各
草
案
も

こ
れ
を
処
罰
す
る
も

の
と
砲

現
行
法

に
至

っ
て

い
る
・

二

〔
行

使
未

遂

〕

偽

造

.
変
造

通

貨

行
使

未
遂

に

つ
い
て

は
、

旧
刑

法
も

こ
れ

を
未

行
使

罪

と

し

て
処
罰
す

る
も

の
と

し
た
が
、

法

定
刑

を
偽

造

.
変

造

者

に
よ

る
行
使

未

遂

(
【
八
六
条

一
項
前
段
)
お
よ
び

輸

入
者

に
よ
る
行
使

未
遂

(
一
八
九
条
、

嗣
八
六
条

一
項
前
段
)
と

・

取
受

者

に
よ

る

に
よ

る
行

使
未

遂

(
輪
九
〇
条
二
項
)
と

で
区

別

し

て

い
た
。

明

治

二
三
年
案

も
、

旧
刑

法

と
同

じ

よ
う

に
、

偽
造

。
変

造

者

に
よ

る
使

用
未
遂

(
一
;

五
条
前
段
)
お

よ
び
輸

入
者

に
よ

る
使

用
未

遂

(
輯
=

七
条

圃
項
、
囎
=

六
条

・
ニ

ゴ
五
条
)
と
、

偽
造

.
変
造

に

与

し

な

い
者

に
よ

る
使

用
未

遂

(
一
一
一
七
条

一
項
、
二

一
五
条
後
段
)
を

区
別

す

る
も

の
と

し
て

い
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

明

治

二
八
年

、

三
〇

年

、

三
三
年

の
各
草

案

は
、

偽
造

・
変

造

・
輸

入
者

の
行
使

罪

そ

の
も

の
を
規
定

し

な

か

っ
た

た
め
、
そ

の
未
遂

罪
を
規
定
す
る
こ
と
も
な
か

っ
た
。
規
定

し
た
の
は
、
収
得
者

に
よ
る
行
使
未
遂

に
つ
い
て
だ
け

で
あ
裾

こ
れ
ら
の

草
案

は
、
偽
造

.
変

造

.
輸
入
者

の
行
使
も
そ
の
未
遂
も
偽
造

・
変
造

・
輸
入
罪

の
広

い
法
定
刑

の
枠
内

で
評
価
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
、

こ
と
さ
ら
処
罰
規
定
を
置
く
ま
で
も
な
い
と
考
え
た
も
の
と
思
甕

露

(531)
..
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こ
れ

に
対

し
て
、
収
得
者

に
よ
る
行
使
を
含
め
て
、
偽
造

・
変
造

・
輸

入
者

に
よ
る
行
使

に
つ
い
て
の
処
罰
規
定
を
設
け
た
明
治
三
四

年
案
以
降

の
各
草
案
麗

偽
造

.
変
造

.
輸
入
者

の
行
使
未
遂
を
処
罰
し
、

し
か
も
収
得
者

に
よ
る
行
使
未
遂
罪

の
法
定
刑
を

こ
れ
に
合

わ
せ
て
重

い
も

の
と
す

る
こ
と

に
し
麗

偽
造

・
変
造

・
輸
入
者

に
よ
る
行
使
も
収
得
者

に
よ
る
行
使
も

覆

に
対
す

る
公
共

の
信
用

に
危
険
を
も

た
ら
す
程
度

に
差
異

は
な
く
、

し
た
が

っ
て
そ
の
未
遂

に
つ
い
て
も
同
様

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

三

〔
交
付
未
遂
罪
〕

旧
刑
法

に
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨
交
付

じ
た

い
の
処
罰
規
定
が
な
か

っ
た
た
め
、
当
然
そ

の
未
遂
処
罰
規
定
も

な
か

っ
た
。
…偽
造

・
変
造
通
貨
知
情
取
受
未
行
使
罪

(
咽
九
〇
条
二
項
)
の
共
犯
と
す
る
余
地
が
あ

る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
偽
造

.
変
造
通

(
6

)

貨

交
付

未

遂

そ

の
も

の
が
処

罰

さ

れ

る

.」
と

に
な

っ
た

の

は
、

交
付

罪

を
規

定

し

た
明
治

三
九
年

案

に
お

い
て
で
あ

る
。
(7
)

四

〔
輸

入
未
遂

罪
〕

偽

造

・
変

造

通
貨

輸

入
未
遂

に

つ
い
て

は
、

旧

刑

法
と

同
様

に

(
一
八
九
条
、

一
八
六
条

一
項
後
段
)
、

明
治

二
三

年
案
を

は
じ
め
・
明
治
二
八
年
案
以
降

の
戴

畑

こ
れ
を
処
罰
す
る
も

の
と
し
て

い
た
。
輸

入
は
、
国
内

に
偽
造

・
変
造
通
貨
を
生
じ

さ

せ
る
と

い
う

意
味

に
お

い
て

は
、
偽

造

・
変

造

そ

の
も

の
と
実

質
的

に
異

な

る
も

の
で
は
な

く
、

そ

の
未
遂

も
通

貨

に
対

す

る
社

会
的

(
9

)

信

用

を
害

す

る
危
険

性

が
偽
造

・
変
造

未
遂

と

異

な

る
と

こ
ろ

は
な

い
た

め

で
あ

ろ
う

。

五

〔
収

得

未
遂

罪
〕

偽
造

・
変
造

通

貨
収

得

未
遂

に
つ

い
て

は
、

旧
刑

法

は
、

「
重

罪

ヲ
犯

サ

ン
ト

シ
テ
未

タ
遂

ケ
サ

ル
」

(
=

三

条

一
項
)
に
当

る
場
合

の
偽
造

「内

國

通

用

ノ
金

銀
貨

及
紙

幣
」
(
一
九
〇
条

一
項
、

一
八
二
条

一
項
)
.
「
内
國

二
於

テ
通

用

ス
ル
外

國

の
金

銀

貨

」

(
一
九
〇
条

一
項
、

一
八
三
条

一
項
)
・
「
官

許

ヲ
得

テ
獲

行

ス

ル
銀

行

ノ
紙

幣
」

(
一
九
〇
条

一
項
、

朔
八
四
条
、

一
八
二
条

一
項
、

一
八
三
条

一
項
)

に
対

す

る
収
得

未
遂

だ
け

を
処

罰
す

る
も

の

と

し
、

偽
造

「内

國

通

用

ノ
銅

貨
」
、

変

造

通
貨

に
対

す

る
場

合

は
処
罰

し

な

い
も

(
10

)

(
11

)

そ

の
未
遂

の
処
罰
規
定
も
な
か

っ
た
。

の
と
し
て
い
た
。

明
治

二
三
年
案

は
、
収
得
罪
じ
た

い
の
処
罰
規
定
を
置

か
な
か

っ
た
た
め
、

こ
れ

に
対
し
て
、
明
治

二
八
年
案
以
降

の
各
草
案

は
そ

の
客
体

に
よ
る
区
別
を
せ
ず
、
通
貨
偽
造
罪

の
対
象
と
し
た
全
て
の
偽
造

.
変

(
12

)

造
通
貨

の
収
得
未
遂

を
処
罰

し
う

る
も

の
と
し
た
。
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現行 「通貨儒造 ノ罪」規定の成立過程

(-舜
梅

醸

鞍
羅
癩緊

贈譲

藷
書

彗
ゼ簗

麺
漿

摯

一卸痛
難

(
2
)

明
治
二
八
年
峯

九
三
条
、

一
九
二
条
、
明
治
三
〇
箋

一
九
七
条
、

一
九
六
条
、
明
治
三
三
年
塞

八
四
条
二

八
三
条
・

(
3
)

本
章
第

二
節

一

〔行
使
罪
〕
、
第

四
節

一

〔行
使

罪
〕

の
項
参

照
。

(
4
)

前
注

(
3
)参

照
。

(5)惣

嚢

難

ハ@
靴
麟

鍵

難

簾

麩
諜
蕪

傭
簾

案
一七
四
条

一七
二
条
一環
明
治
三
九
年
案
=
ハ

(
6
)

本
章
第
二
節
二

〔交
付
罪
〕
、
第
四
節
二

〔交
付
罪
〕
の
項
参
照
。

(
7
)

輸
入
未
遂
に
つ
い
て
は
、
各
草
案
参
考
書
筆

「
但
歪

二
於
テ
ハ
響

通
貨
葵

罪
柔

遂
ヲ
モ
罰
ス
ル
モ
ノ
タ
芝

と
し
て
い
る
た
め
・
旧
刑
法
が
こ
れ
を
処

黎
総
靴
誕
諮
繋
雛
盤勘麓
耀
鵬
覇
楚
糠
達
謬
縁
鎮
鑓
謹
難
嚢
讐
韻
趨

し
、
旧
刑
法
は
、
偽
造

.
変
造
饗

の
輸
入
が
通
貨
の
偽
造

・
変
造
と
器

り
な
い
と
し
て
、
輸
入
し
奢

の
刑
は

「
儒
轟

造
ノ
刑
に
同
シ
」
と
し
(
一
八
九
条
)
・

禦

談

蕪

が

離

隷

腱
舞

行
使
二
八
山、条
一項
前
段
×
偽
造
.変
造
未
遂
二
八
六
条
覆

段
)
ー

ー

ー

な
お
、
輸
入
行
為
が
軽
罪
に
当
た
る
場
食

そ
案

遂
に
笙

八
九
条
、

天

六
奎

覆

撃

繕

す
る
こ
と
に
は
・
罪
刑
建

主
謹

反
す
る
疑
い
が
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ

っ
た
。
(著
者
不
明
)
警
視
縢
蔵
版

・
前
掲
書
四
〇
六
頁
。

⑤誕

駐糠
嚢
葦

墾
卿繧
購
藷
讃
鑑
攣
琳嚢
攣
壽
董

舞
鄭梱讃

蠣

遜

蕪

繋

識
鰐

嚢

壽

麟
撮轟

饗

馨

,」と...い…

(
11
)

本
章
第
五
節
参

照
。
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奪

明
治
二
八
年
案

一
九
三
条
二

些

一条
前
段
・
明
治
三
〇
年
婁

九
七
条
、

一
九
六
条
前
段
、
咀
治
三
三
年
峯

八
四
条
、
一
八
三
条
前
段
、
明
治
三
四
年
至

七

五
条
、

一
七
四
条
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
五
条

、

一
七
四
条

、
明
治

三
五
年
B
案

一
七
四
条
、

一
七
三
条
、
明
治
三
九
年
案

一
六

二
条

、

一
六

一
条
、
明
治
四
〇
年

案

一
五
二
条

、

一
五

一
条
。

第
七
節

偽
造

・
変
造
通
貨
収
得
後
知
情
行
使

.
交
付
罪

第

一
五

二
条

本
条

は
、
偽
造

・
変
造
通
貨

の
収
得
後
知
情
行
使
罪
お
よ
び
行
使
目
的
交
付
罪
を
規
定
す

る
。

(
1

)

一

〔
収
得
後
知
情
行
使
罪
〕

旧
刑
法
も
規
定

し
て

い
た
収
得
後
知
情
行
使
罪

は
、
改
正
草
案
編
纂
過
程

の
い
ず
れ

の
草
案

に
お

い
て

(
2

)

も
規

定

す

べ
き

も

の
と

さ
れ
、

現

行

法

に
至

っ
て

い
る
。

し
か

し
、

旧
刑

法

は
そ

の
刑

を

「
其
便

額

二
倍

ノ
罰

金
」

で

コ

一圓

以
下

二
降

ス

コ
ト

ヲ
得

ス
」

と

し

て

い
た
が
、

現

行
法

は
、

「
其

名
便

三
倍

以
下

ノ
罰

金

又

は
科

料
」

で

「
一
圓

以

下

二
降

ス

コ
ト

ヲ
得

ス
」

と

し
た
。

明

治

二
三
年

案

は
、

「
五
圓

以

上
百
圓

以
下

の
罰

金

」

と

し
て

い
た
が
、

明

治

二
八
年

案

以
降

の
各

草
案

は
、

現

行
法

と

同

じ
よ

う

に
、

罰
金

の
上

限

を
増
額

し
、

さ
ら

に
明
治

三

五
年

A

案

以
降

、
科

料

が

選
択
刑

と

し
て
付

加

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

罰
金

の
上
限

を
増

額

す

る
と

と
も

に
、
科

料

と

の
選
択

刑

と

し
た

の
は
、

裁

判
官

の
裁

量

の
幅

を
拡

大

し

よ
う
と

し
た
も

の

で
あ

ろ
う
。

こ

こ
に
も

、
現

行

刑
法

の
特

徴

が
現

れ

て
い

る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

も

っ
と
も

、

現
行

法
が

罰

金

の
上

限

を
増

額

し

た
と

し

て
も
、

そ

の
刑

は
他

の
原
因

に
基

づ

く

行
使

の
刑

に
比

較

し

て
、

極

め

て
軽

い

も

の

に
な

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
、

こ
の
種

の
行
為

に
内

在

す

る
情

状

に
対

す

る
旧
刑

法
以

来

の
配
慮

に
よ

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。

(旧
)
刑

法
草

案
編
纂

会

議

の
第

一
案

第

五
章

第

一
節

八
条

を

め
ぐ

り
、

鶴

田

ー
ボ

ア

ソ
ナ
ー
ド
間

に
次

の
よ
う

な
議

論
が

あ

っ
た
。
事

後
的

に
偽

造

.
変

造

通
貨

で
あ

る

こ
と
を
知

っ
た
と

し

て
も
、

「自

分

ノ
誤

テ
受

取

タ

ル
損
失

ヲ

避

ケ

ソ
カ
爲

メ

之

ヲ
使

用

ス
ル
者

往

々
ア
リ
其

情

状

ヲ
論

ス

レ

ハ
別

二
悪

意

ア

ル
訳

ニ
モ
ア
ラ

ス
故

二
之

レ

ハ
罰
金

ヲ
科

ス
ル
而

巳

ニ
テ

モ
不

可

ナ

カ

ル

ヘ
シ
」
、

「
然

リ
…

…
之

レ

ハ
罰
金

ヲ
科

ス
ル
而
巳

ニ
テ
相
当

ナ
リ
よ

」
嬬

さ

ら
に
、
ボ

ア
ソ
†

ド

は
こ
れ
姦

術
し
、

こ
の
よ
う
な
行
為

は

「
其
道
徳

上

二
背

ヶ
ル
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現行 「通貨偬造 ノ罪」規定の成立過程

度

モ
太

タ
輕

キ

モ
ノ
ナ

リ
何

ト

ナ

レ

ハ
欺

ム

カ

レ
テ
僑

造
貨

幣

ヲ
取
受

シ
タ

ル
者

ハ
多

ハ
其

之

ヲ
取
受

シ
タ

ル
ト
同

一
ノ
手

段

ヲ
以

テ
其

損

失

ヲ
免

カ

レ
得

ル
ト
容

易

二
信

ス
ル
ヲ
以

テ

ナ
リ
固

ヨ
リ
其

之

ヲ
信

ス

ル

ハ
法
律

及

ヒ
道

徳

上

ノ
罪

ナ
リ
ト
難

モ
比

過
失

ハ
屡

々
之

レ

ア
ル
モ
ニ

シ
テ
人
多

ハ
自

カ
ラ
之

ヲ
怪

写

ル
す

」
と
し
て
竜

こ
の
趣

旨
は
・
旧
刑
蔑

立
後

に
お

い
て
も
・
多
く

の
馨

が
本

罪

の
刑

の
軽

い
理
由

の
説
明
と
し
て
用

い
て
き
た
も

の
で
亀

そ

し
て
・

お
そ
ら
く

こ
れ

は
・
現
行
収
得
後
智

行
使
罪
の
妾

鐸
雛
雛

翻
蟻

羅
縫
輪縫
輪
嚢

融
欝
鰍

障爆凄

髪

ナー

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
立
法
趣
旨
を
強
調
す
る
と
き

に
は
、
本
罪

に
お
け
る
偽
造

・
変
造
通
貨

の
収
得
が
窃
取
等

の
違
法
原
因

に
よ
る

も

の
を
含
ま
ず
、
適
法
な
も

の
に
限
る
と
す
る
解
釈
を
導
く

こ
と

に
な

る
。
そ
し
て
、
違
法
原
因
収
得
後
知
情
行
使

に

つ
い
て
は
・

西

八
条

二
項
ま
た
は

西

九
条

二
項
の
行
使
罪
が
成
立
す

る
と

い
う
こ
と

に
な

露

し
か
し
・
遺
失
黎

領

に
よ
り
収
得

し
薯

が
・
そ

の

情
を
知

り
、

.」
れ
を
行
使
し
た
よ
う
な
場
A
・
を
も
す

べ
て
行
使
罪
と
す

る
こ
と

は
、
重
き

に
失
す
る
よ
う

意

わ
れ
裾

こ
の
場
合

に
本

条

の
適
用
を
除
外
す
る
.」
と
は
、
実
質
的
妥
当
性

に
欠
け
る
も

の
が
あ

る
と

い
わ
ざ

る
を
得
な

い
。

ま
た
、

こ
の
場
合

の
収
得
が
違
法
原

因

に
よ
る
も

の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
じ
た

い
窃

盗
罪
等
と
し
て
違
法
評
価
を
加
え

る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
あ
え
て
行
使
罪
と
す
る
必
要

性
も
な

い
。
さ
ら

に
、
本

罪

の
収
得
が
適
法
な
も

の
に
限

る
と
す
る
と
、

こ
れ
と

蓋

○
条

の
収
得
が
異
な
る
藻

を
有
す

る
こ
と

に
な

幽

そ
れ

籍

局

「
『
行
使
罪
』
.
『
収
得
罪
』
と

『収
得
後
智

行
使
罪
』

の
限
界
を
曖
昧

に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
」

こ
と
に
な

雛

廼

は
黎

鞭

嚢

繍

腿
鱗
外
す
る
趣
、.を
明
一示
し
な
い
以
上
は
、
本
罪
に
お
け
る
収
得
は
違
塗

適
法
を

し
た
が

っ
て
、
本
条

の
立
法
警

・
が
情
状
を
考
慮

し
た
も

の
だ
と
し
て
も
、

そ
れ

は
通
常

の
場
合
を
想
定
し
た
だ
け
で
あ
り
・
収
得
後

知
情
行
使

は
そ
れ

に
尽
き

る
も

の
で
は
な

い
.」
と

に
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
場
合

に
は
、
本
罪

の
刑

は
軽
き
に
失
す

る
の

(535)287



で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
徳

昭
和
四
九
年
改
正
刑
法
草
案
三

六
象

そ
の
刑
を

二

年
以
下
の
懲
役
又
は

(
13

)

十
万
円
以
下

の
罰
金
」

と
し
た

の
は
、

こ
の
こ
と
を
も
考
慮

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

二

〔
収
得
後
知
情
交
付
罪
〕

旧
刑
法
は
収
得
後
知
情
交
付
罪
を
規
定

し
て
い
な
か

っ
た
し
、
改
正
作
業
開
始
後
も
、
明
治

三
五
年
B

案

ま
で
は
こ
れ

に
関
す
る
規
定
を
見
出
す

こ
と

は
で
き
な
い
。

明
治
三
九
年
案

に
初
め
て
規
定
化
さ
れ
、
現
行
法
に
も
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も

の
で
あ
菊

明
治

三
九
年
案

は
・
鐘

氾
・
変
造
通
貨
行
使
罪

の
ほ
か
に
、
他

の
原
因

に
華

つ
く
偽
造

・
変
造
通
貨
交
付
罪
を
初

め

て
規
定

し
た
も

の
で
も
あ
り
、
行
使
と
交
付

の
通
貨

に
対
す

る
公
共

の
信
用
を
害
す

る
危
険

の
程
度

に
変
わ
り
が
な

い
こ
と
を
認
識
し
た

も

の
で
あ

つ
槍

明
治
三
九
年
案
が
初

め
て
本
罪
を
規
定

し
た

の
は
、

こ
れ

に
対
応
す

る
も

の
で
あ

る
。

そ
の
刑
が
極

め
て
軽

い
も

の
で

あ
り
、
ま
た
未
遂
処
罰
規
定
を
お
か
な
か

っ
た
の
も
、
収
得
後
知
情
行
使
罪

に
お
け

る
趣
旨
と
同
様

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

な
お
、

本
条

に
い
う

「
貨
幣
、
紙
幣
又

ハ
銀
行
券
」

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
通
用

の
も

の
と
内
国

に
流
通
す
る
外
国

の
も

の
の
両
者
を

含
む
も

の
で
あ
る

こ
と
が
、
第

二
三
回
衆
議
院
特
別
委
員
会

に
お
け

る
明
治
四
〇
年
案

一
五

一
条
、

一
五
三
条
を
め
ぐ

る
質
疑

の
な
か
で

(
16

)

確

認

さ
れ

て

い
る
。

288(536)

士

(
1
)

な
お
・
旧
刑
法
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
は
、
取
受
後
知
情
行
使
罪
の
未
遂
処
罰
が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
第

一
案
第
五
章
第

一
節
八
条
二
項
、
第
二
案
第
五
章

第

一
節

一
四
条
二
項
、
日
本
帝
国
刑
法
草
案
第
五
章
第

一
節

コ
ニ
条
二
項
、
刑
法
草
案
第

一
稿
二
三
二
条
二
項
、
刑
法
草
案
第
二
稿
二
三
四
条
二
項
。

右
各
草
案
に
つ
い
て
、
第

一
章
第
二
節
注
(
3
)
、
本
章
第

一
節
注
(
10
)
参
照
。

(
2
)

旧
刑
法

一
九
三
条
、
明
治
二
三
年
案
二
二
〇
条
、
明
治
二
八
年
案

一
九
四
条
、
明
治
三
〇
年
案

一
九
八
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八
五
条
、
明
治
三
四
年
案

一
七
六
条
、

明
治
三
五
年
A
案

一
七
六
条
、
明
治
三
五
年
B
案

一
七
五
条
、
明
治
三
九
年
案

一
六
三
条
、
明
治
四
〇
年
案

一
五
三
条
。

(3
)

早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編

・
前
掲
書
第
H
分
冊

一
〇
七
六
頁
。
な
お
、
そ
こ
に
お
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
少
年
時

に
取
受
後
知
情
行
使
の
経
験
が
あ
る

こ
と
を
告
白
し
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
刑
法
は
三
倍
以
上
六
倍
以
下
の
罰
金
を
科
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
二
倍
位
の
罰
金
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

(
4
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(
訳
者
不
明
)
・
前
掲
書
三
〇
頁
以
下
。



現行 「通貨儒造ノ罪」規定の成立過程

(
5
)

村
田
保

・
前
掲
書
三
四
丁
以
下
、
太
田
皐
郎

・
前
掲
書

=

一丁
、
高
木
豊
三

・
前
掲
書
五
三
三
頁
、
宮
城
浩
藏

・
前
掲
書
二
六
六
頁
、
著
者
不
明
(警
視
鷹
蔵
版
)
・

前
掲
書
四
二
五
頁
、
勝
本
勘
三
郎

・
前
掲
書
四
四
二
頁
。

な
お
、
通
貨
偽
造
罪
が
本
来
的
に
は
詐
欺
取
財
的
性
質
を
も

つ
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
社
会
的
法
益
に
対
す
る
罪
で
あ
る
と
さ
れ
る
宮
城
博
士
は
取
受
後
知
情
行

使
罪
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

「
純
然
タ
ル
詐
欺
取
財
ナ
リ
」
と
す
る

(
宮
城
浩
藏

・
前
掲
刑
法
正
義
二
二
〇
頁
以
下
)
。

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
に
は
、
本
罪
と
詐

欺
罪
は
減
軽
的
特
別
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
本
罪
の
優
先
的
適
用
の
理
由
付
け
が
容
易
に
な
ろ
う
。

(
6
)

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
"
森
順
正
他
訳

・
前
掲
書
四
二
頁
。

(
7
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三

一
二
頁
以
下
。

(
8
)

江
家
義
男

・
増
補
刑
法
各
論

昭
和
三
八
年

一
二
三
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
香
川
達
夫

・
新
版
刑
法
講
義
各
論

一
九
七
九
年

一
五

一
頁
、
大
塚
仁

・
刑
法
概
説

(各

論
)
〔改
訂
版
〕

昭
和
六
二
年
四
〇
七
頁
。

(
9
)

大
塚
仁

.
注
解
刑
法

〔増
補
第
二
版
〕
昭
和
五
二
年
六
三
七
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
福
田
平

・
〔
団
藤
重
光
編
〕
注
釈
刑
法
(
4
)

昭
和
四
〇
年
二
八
頁
、
内
田
文
昭
・

刑
法
各
論

〔第
二
版
〕
昭
和
五
二
年
五
五
〇
頁
。

(
10
)

内
田
文
昭

・
前
掲
書
五
五
〇
頁
。

(
11
)

柏
木
千
秋

・
刑
法
各
論

昭
和
四
〇
年
二
三
八
頁
。

(
12
)

小
野
清

一
郎

・
新
訂
刑
法
講
義
各
論

昭
和
二
四
年
九
四
頁
。

(
13
)

昭
和
四
七
年
改
正
刑
法
草
案

二
二
〇
条
に
つ
い
て
、
法
制
審
議
会
刑
事
特
別
部
会

・
改
正
刑
法
草
案

附
同
説
明
書

二
〇
五
頁
。
さ
ら
に
、
改
正
刑
法
準
備
草
案

二
三
二
条
。
さ
ら
に
、
改
正
刑
法
仮
案

二
九
七
条
。

(
14
)

明
治
三
九
年
案

一
六
三
条
、
明
治
四
〇
年
案

一
五
三
条
。

(
15
)

本
章
第
二
節
二

〔交
付
罪
〕
、
第
四
節
二

〔交
付
罪
〕
の
項
参
照
。

(
16
)

高
橋
治
俊

時
小
谷
二
郎

・
前
掲
書

剛
九
五
〇
頁
。

第
八
節

通
貨
偽
造

・
変
造
予
備
罪

第

一
五
三
条

本
条

は
、
通
貨

の
偽
造

・
変
造

の
用
に
供
す

る
目
的
を
も

っ
て

あ

る
。

(537)

「
器
械

又

ハ
原
料

ヲ
準
備
」

す
る
行
為

の
処
罰
規
定

で

 ㎜



旧
刑
法

は
、

「偽
造

ノ
器
械

ヲ
予
備
」
す
る

こ
と
だ
け
を
処
罰
す

る
も

の
と
し

(
一
八
六
条
二
項
)
、
偽
造
用

の
原
料

お
よ
び
変
造
用

の
原

料

●
戴

の
予
縷

処
罰

の
対
象
と
な

っ
て

い
な
か

つ
(架

偽
造
予
備
処
罰

の
醤

に
制
限
が
あ
る
高

時

に
、
変
造
予
備

は
処
罰
さ
れ

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

(2
)

し

か
し
・

明

治

二
三
年

案

は
、

こ
れ

を

一
挙

に
拡

大

し
、

端

的

に

「僑

造
、

攣

造

ノ
豫

備
」

を

処
罰
す

る
と

し
た
(
二

一
七
条
二
項
)
。

明

治

二
八
年

案

は
、

こ
れ

を
改

め
、

再
び

「攣

造

ノ
予

備
」

を
処

罰

の
対
象

か
ら
除

外

し

た
が
、

偽
造

予
備

に

つ
い
て

は
、

器
械

の
他

に

原
料

の
準

備

も
含

め
る
も

の
と

し
た

(
一
九
五
条
)
。

そ

し

て
、

明

治

三
〇
年

案

以
降

、
変

造

の
用

に
供
す

る
目

的

の

「
器
械

又

は
原
料

ヲ

準
備
」
す

る
こ
と
も
処
罰
す
る
も

の
と
聡

現
行
法

に
至

っ
た
.
変
牝旭
に
係

わ
纏

備
行
為
を
も
処
罰

の
対
象
と
し
た
の
喚

偽
吐廻
と
変

造

の
有
す

る
危
険
性
を
同
じ
も

の
と
考
え
た
現
行
法

の
基

本
的
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
当
然

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
原
料
準
備
を

つ
け
加
え
た

点

は
・

旧
刑
法
よ
り
も
処
罰
範
囲
を
拡
大
し
た

こ
と

に
な

る
が
、

「
本
章

ノ
罪

ハ
経
済
上
最

モ
重
大

ナ
ル
影
響

ヲ
有

ス
ル
ヲ
以

テ

其
豫
備

死
モ
罰

ス
告

ト
ト
セ
リ
」
と

し
た

こ
と

に
関
連
し
鷲
}

こ
れ
と
器
鍵

備

の
間

箋

鵠

な
糞

は
な
い
と
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
.

刑

は
・

旧
刑
法

に
お

い
て
は
、
通
貨

の
種
類

に
応
じ
た
区
別
が
予
定
さ
れ
、
明
治
二
三
年
案
も

こ
れ
を
継
承
し
て
い
た
が
、
明
治

二
八

年
案
以
降
、

「
五
年
以
下

ノ
懲
役
」
と

さ
れ
、
さ
ら
に
明
治

三
九
年
案
以
降

は
、

「
三
月
以
上
」

と

い
う
下
隈
が
付
さ
れ
、
現
行
規
定
と
な

っ
た
。

こ
の
刑

に

つ
い
て
は
、

一
五
〇
条

の
偽
造

・
変
造
通
貨
収
得
罪

の
刑

の

「
三
年
以
下

の
懲
役
」

と
比
較
し
、
権
衡
を
失
す
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ

る
可
能
性
も
あ

る
。

し
か
し
、
偽
造
通
貨
収
得
罪

に
お
い
て
は
偽
造

.
変
造
が
他
人

に
よ

っ
て
行
わ
れ
て

い
る
の
に
対

し
、
本
罪

に
お
け
る
行
為

は
偽
造

・
変
造

の
原
因
と
な

る
基
本
と
な
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
権
衡
を
失
す
る

こ
と
に
は
な
ら

　
　

　

な

い
と
考

え

ら
れ

て

い
た

よ

う
で
あ

る
。

な

お
、
本

条

に
い
う

「偽
造

又

ハ
変

造

ノ
用

二
供

ス

ル
目
的
」

に

「他

人

の
偽
造

・
変
造

の
用

に
供
す

る
目
的
」

も

含

む
と
す

る

の
が

290(538)



現
在
の
判
例

・
通
説
で
あ
馳

妾

関
係
煮

「自
ラ
其
用
二
供
ス
ル
菲

サ
ル
モ
ノ
…

ハ
本
罪
晟

サ
ス
」
と
慮

暴

る
趣
旨

(
9

)

を

示

し

て

い
る
。

ま
た
、

本
条

に
は
偽

造

・
変

造

し

よ
う

と
す

る
通

貨

に
関

す

る

「
行
使

ノ
目
的
」

は
明
示

さ
れ

て

い
な

い
が
、

「
理
論

(
10

)

上

必
要

ナ
ル
ヤ
論

ヲ
倹

タ

ス
」

と

も

の
べ

て

い
る
。

現行 「通貨偲造ノ罪」規定の成立過程

(
1
)

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

(
訳
者
不
明
)
・
前
掲
書
二
〇
頁
。

さ
ら
に
、
太
田
皐
郎

・
前
掲
書
六
丁
以
下
、

田
中
宗
雄

・
前
掲
書
六

一
丁
、
著
者
不
明

(警
視
臆
蔵
版
)
.
前
掲
書
三
九
八
頁
、
宮
城
浩
藏

.
前
掲
講
義
二
五
四
頁
、
宮
城
浩
藏

・
前
掲
書
二
四
六
頁
、
岡
田
朝
太
郎

・
前
掲
書
三
五

一
頁
以
下
、
稲
山
貞
義

・

前
掲
書

一
九
二
頁
、
勝
本
勘
三
郎

。
前
掲
書
四
二
九
頁
以
下
。

(
2
)

こ
れ
に
対
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
四
森
順
正
他
訳

。
前
掲
書
三
八
頁
参
照
。

(
3
)

明
治
三
〇
年
案

一
九
九
条
、
明
治
三
三
年
案

一
八
六
条
、
明
治
三
四
年
案

㎝
七
七
条
、
明
治
三
五
年
A
案

一
七
七
条
、
明
治
三
五
年
B
案

}
七
六
条
、
明
治
三
九
年

案

一
六
四
条
、
明
治
四
〇
年
案

一
五
四
条
。

(
4
)

本
章
第

一
節
二

〔偽
造
と
変
造
の
法
定
刑
〕
の
項
参
照
。

(
5
)

明
治
四
〇
年
案
理
由
書
一
=

八

一
頁
、
田
中
正
身

・
前
掲
書
五
〇
八
頁
。

(
6
)

田
中
正
身

・
前
掲
書
五
〇
九
頁
。

(
7
)

大
判
大
正
五
年

輔
二
月
凶
=

日
刑
録
二
二
輯

輔
九
二
五
頁
、
大
判
昭
和
七
年

一
一
月
二
四
日
刑
集

一
一
巻

一
七
二
〇
頁
。

「
他
人
の
偽
造

.
変
造
の
用
に
供
す
る
目
的
」
も
含
む
と
し
た
う
え
、
本
条
が
通
貨
偽
造
罪
の
予
備
の
う
ち
器
械

・
原
料
の
準
備
行
為
を
独
立
の
罪
と
し
て
規
定
し

た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
小
野
清

一
郎

.
前
掲
書
九
三
頁
、
柏
木
千
秋

・
前
掲
書
二
三
九
頁
等
。
予
備
の
う
ち
の
器
械

・
原
料
の
準
備
行
為
の
ほ
か
に
、

通
貨
偽
造
罪
の
蒲
助
と
し
て
の
器
械

.
原
料
の
準
備
行
為
を
も
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
団
藤
重
光

・
前
掲
書
二
五
五
頁
、
福
田
平

・
全
訂
刑
法

各
論

昭
和
六
三
年
八
六
頁
、
大
塚
仁

・
前
掲
書
四
〇
八
頁
、
香
川
達
夫

・
前
掲
書

一
五
二
頁
等
。

(
8
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三

一
五
頁
。

(
9
)

「
他
人
の
偽
造

.
変
造
の
用
に
供
す
る
員
的
」
は
含
ま
な
い
と
し
た
場
合
、

予
備
の
帯
助
の
可
罰
性
を
認
め
る
か
否
か
に
よ
り
、

他
人
の
偽
造

・
変
造
の
用
に
供
す

る
目
的
を
も

っ
た
器
械

.
原
料
の
準
備
行
為
の
可
罰
性
の
有
無
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
不
可
罰
と
す
る
も
の
と
し
て
、
植
松
正

・
再
訂
刑
法
概
論

昭
和
五
〇
年

一
四
二
頁
。
本
罪
の
帯
助
犯
と
す
る
も
の
と
し
て
、
内
田
文
昭

・
前
掲
書
五
四
七
頁
注
(
2
)
。

な
お
、
昭
和
四
九
年
改
正
刑
法
草
案

二
一
七
条
は
、
「
器
具
又
は
原
料
を
準
備
し
、

そ
の
他
予
備
の
行
為
を
し
た
」
こ
と
を
処
罰
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
問
題
性

{r39}291



に
つ
い
て
、
平
場
安
治

・
平
野
龍

一
編

・
刑
法
改

正
の
硯
究
(
2
)
各
則

〔香
川
達
夫
〕

一
九
七
三
年

二
五

一
頁

。

(
01
)

磯
部
四
郎

・
前
掲
書
三

五
頁
。
後
の
解
釈
論
に
お
い
て
、
こ
と
さ
ら
不
要
論
を
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
泉
二
新
熊

.
呆

刑
法
論
各
論

木
村
亀
二

・
刑
法
各
論

昭
和
三
二
年
二
三
八
頁
。

な
お
、
昭
和
四
九
年
改
正
刑
法
草
案
二

一
七
条
は
、
「
(通
貨
偽
造

・
変
造
の
)
罪
を
犯
す
目
的
」
を
明
示
的
に
要
件
と
し
て
い
る
。

昭
和
六
年
二
三
五
頁
、

説(540)

 

む

す

び

現
行
刑
法

は
、
「
貨
幣

ヲ
億
造

ス
ル
罪
」

の
基

本
行
為
を
偽
造

・
変
造

行
使
と
し
て
い
た
旧
刑
法
を
根
本
的

に
改
正
し
、
「
通
貨
偽
造

ノ

罪
」

の
そ
れ
を
偽
造

・
変
造

そ

の
も

の
と
し
た
。

ま
た
、

旧
刑
法
が
偽
造
と
変
造

に
対
す
る
法
定
刑

に
大
き
な
差
を
設
け
て
い
た
の
を
改

め
・
同

一
の
法
定
刑
と
す

る
も

の
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
態
度

は
、
明
治

二
八
年
案

に
お
い
て
、
確
立
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
そ

の
後
、

偽
造

.
変
造

に
対
す

る
法
定
刑

に
若
干
の
変
遷

は
認
め
ら
れ
る
が
、
最
終
的

に
は
、

明
治

二
八
年
案

に
同
じ
法
定
刑
が
定

め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ

の
基
本
的
枠
組

の
な
か
で
、
そ

の
他

の
関
連
行
為

の
整
備

・
調
整
も
な
さ
れ
、

現
行
法

に
至

っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
意
味

に
お
い
て
、
明
治
二
八
年
案

な
ら
び

に
こ
れ
を
基

礎
と
し
た
明
治
三
〇
年
案

は
、
現
行
刑
法

に
と

っ
て
重
要
な
意
義
を
も

つ
も

の
で
あ

る
。

そ

の
他

の
関
連
行
為

に

つ
い
て
は
、
偽
造

・
変
造
通
貨

の
収
得
じ
た

い
を
独
立

の
犯
罪
と

し
て
規
定

し
た
右
両
草
案
、
偽
造

.
変
造
通

貨

を
収
得

し
た
者

に
よ
る
行
使
を
偽
造

・
変
造

・
輸
入
し
た
者

に
よ
る
行
使
と
同
じ
法
定
刑

の
も
と
で
処
断
す

る
と
し
た
明
治
三
四
年
案
、

交
付
罪
な
ら
び

に
収
得
後
知
情
交
付
罪
を
規
定
し
た
明
治
三
九
年
案
が
重
要
で
あ

る
。

旧
刑
法
編
纂
過
程

か
ら

の
議
論
を
み
る
と
き
、

「
通
貨
偽
造

ノ
罪
」

の
基
本
行
為
を
偽
造

・
変
造

そ
の
も

の
と
し
た
現
行
刑
法

に
は
、

通
貨

に
対
す

る
社
会

の
信
用
を
害

し
た
と
す
る
点

に
お
い
て
、
間
接
的

・
抽
象
的
す
ぎ

る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
れ

は

偽
造

・
変
造

罪
の
成
立
要
件

に
行
使
目
的
を
も
る
だ
げ

で
は
、
す
ま
な

い
問
題

で
あ

る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。



な

お
、

行
使

罪

の
立

法
趣
旨

を
追

究
す

る

こ
と

に

よ
り
、

偽
造

・
変

造

行

使
が

偽
造

・
変

造

罪
と

行
使

罪

の
併

合
罪

で
は
な
く

、
科

飛

上

一
罪

と

し

て
処

断

さ
れ

る
べ
き

で
あ

る

こ
と

が
予
定

さ
れ

て

い
た

こ
と

を
確

認

で
き

た

こ
と

は
、
有

意
義

な

こ
と

で
あ

っ
た
。

(
一
九
九

一
年

五
月
三
日
稿
)

現行 「通貨儒造 ノ罪」規定の成立過程

(541)293


